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平成 7年度通常総会

新会長に村本潤次郎元副会長

会員151名 が出席して平成 7年度の総会開催

号
４９

６０２
和

第
昭

■
平
成
六
年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び

収
支
決
算
な
ど

平
成
七
年
度
通
常
総
会
が
五
月
二
十
日
、

東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町
の
東
京
グ
リ
ー
ン

ホ
テ
ル
水
道
橋
で
開
か
れ
た
。

こ
の
通
常
総
会
に
は
会
員
百
五
十

一
名
が

出
席
、
【議
案
】①
平
成
六
年
度
事
業
報
告
お

よ
び
収
支
決
算
、
財
産
目
録
承
認
の
件
　
②

平
成
七
年
度
事
業
計
画

（案
）
お
よ
び
収
支

予
算

（案
）
承
認
の
件
　
③
平
成
七
年
度
役

員
お
よ
び
評
議
員
改
選
の
件
　
④
定
款
改
正

の
件

（入
会
金
、
会
費
）
　

⑤
細
則
改
定
の

件
　
⑥
組
織
見
直
し
の
件
　
⑦
平
成
七
年
度

除
籍
者
の
件
　
③
そ
の
他
、
に
つ
い
て
慎
重

審
議
を
行
い
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
原
案
ど
お

り
可
決
、
承
認
し
た
。

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
小
倉
茂
暉
総
務
担

当
常
務
理
事
か
ら
、
二
月
末
現
在
の
会
員
数

は
五
千
四
百
二
十
四
名
、
委
任
状
二
千
三
百

六
十
二
名
で
、
出
席
者
と
併
せ
定
款
に
定
め

る
と
こ
ろ
の
三
分
の

一
定
数
を
上
回
り
、
総

会
成
立
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

藤
平
正
夫
会
長
が
議
長
席
に
着
き
、
議
案

審
議
で
は
、
小
倉
理
事
の
平
成
六
年
度
事
業

＞

報
告

（別
掲
）
に
続
き
、
大
倉
昌
身
財
務
担
　
１

当
常
務
理
事
か
ら
同
年
度
収
支
決
算
、
財
産

＜

目
録

（
い
ず
れ
も
別
掲
）
に
つ
い
て
詳
細
な

説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
平
成
六
年
度
の
収
入
は
、

予
算
額
六
千
三
百
七
万
円
に
対
し
、
決
算
額

九
千
六
十
九
万
九
百
六
十
二
円
で
、
二
千
七

百
六
十
二
万
九
百
六
十
二
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
刊
行
物
売
上
収
入
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
グ

ッ
ズ
な
ど
そ
の
他
事
業
収
入
や
、
金
利
低
下

に
よ
る
受
取
利
息
が
減

っ
た
も
の
の

「環
境

事
業
団
環
境
基
金
」
助
成
金
、
九
二
パ
ー
セ

ン
ト
納
入
率
の
通
常
会
費
収
入
、
海
外
登
山

基
金
返
上
な
ど
に
よ
る
雑
収
入
の
増
大
の
ほ

か
、
事
務
所
改
修
の
た
め
長
期
計
画
積
立
金

取
り
崩
し
も
行
わ
れ
た
。
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一
方
、
支
出
面
で
は
予
算
額
六
千
八
百
七

十
六
万
七
千
円
に
対
し
、
決
算
額

一
億
五
百

六
十
七
万
八
千
四
百
三
十
八
円
で
、
三
千
六

百
九
十

一
万
千
四
百
三
十
八
円
の
増
加
。
大

き
く
目
立
つ
の
は
事
務
所
改
修
に
よ
る
修
繕

費
、
こ
れ
に
関
連
す
る
什
器
備
品
費
な
ど
や

ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
写
真
集
刊
行
の
遅
れ
に
よ

る
そ
の
他
事
業
費
、
自
然
保
護
専
門
委
員
会

へ
の
調
査
研
究
費
、
新
た
に
手
当
て
し
た

一

〇
四
号
室
の
賃
借
料
。

財
産
目
録
は
、
資
産
合
計
二
億
五
千
八
百

八
十
六
万
三
千
三
百
四
十
二
円
、
負
債
合
計

六
百
九
十
万
四
千
六
十
円
、
差
引
正
味
財
産

二
億
五
千
百
九
十
五
万
八
千
二
百
八
十
二
円

で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
川
崎
巌
監
事
か
ら
、
平
成
六

年
度
の
収
支
計
算
書
、
正
味
財
産
増
減
計
算

書
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
財
産
目
録
を
監
査

し
、
正
確
妥
当
な
こ
と
を
認
め
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

■
平
成
七
年
度
事
業
の
目
玉
は

プ
ロ
ッ
ク
別
九
十
周
年
記
念
式
典

平
成
七
年
度
事
業
計
画

（案
）
お
よ
び
収

支
予
算

（案
）

（
い
ず
れ
も
別
掲
）
に
つ
い

て
も
、
小
倉
、
大
倉
両
理
事
か
ら
詳
細
な
説

明
が
あ

っ
た
。

事
業
計
画
の
目
玉
と
な
る
の
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
別
に
開
催
さ
れ
る
九
十
周
年
記
念
式
典
で

六
月
十
七
～
十
八
日
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
を
皮

切
り
に
、
明
年

一
月
二
十
七
～
二
十
八
日
の

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
と
、
全
国
八
ブ
ロ
ッ
ク
で
実

施
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
今
年
度
は
全
国
支
部

懇
談
会
、
年
次
晩
餐
会
は
中
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

こ
れ
に
対
す
る
予
算
は
、
金
利
低
下
に
よ

る
受
取
利
息
の
減
少
を
見
込
み

つ
つ
、
九
二

パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
納
入
率
を
見
込
ん
だ
通

常
会
費
収
入
、
名
簿
製
作
に
伴
う
広
告
料
収

入
、
山
岳
研
究
所
使
用
料
収
入
な
ど
の
増
加

を
加
味
し
、
六
千
四
百
七
十
二
万
円
に
。

支
出
面
で
は
、　
一
〇
四
号
室
の
賃
借
料
が

目
立

っ
て
大
き
い
の
が
特
徴
。
会
員
名
簿
製

作
の
た
め
の
印
刷
製
本
費
増
も
あ
る
が
、
会

報

「山
」
印
刷
コ
ス
ト
の
削
減
に
よ
る
出
版

費
の
大
幅
減
少
も
あ

っ
て
、
七
千
三
百
五
十

九
万
三
千
円
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
七
年
度
役
員
お
よ
び
評
議
員
改
正
の

件
に
つ
い
て
は
、
今
回
い
ず
れ
も
定
数
二
十

名
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
十
名
、
十
三
名
の
入

れ
替
え
と
な

っ
た
。
役
員
で
は
新
会
長
村
木

潤
次
郎
元
副
会
長
、
新
副
会
長
に
斎
藤
惇
生

宮
下
秀
樹
の
両
氏
を
選
出
、
副
会
長
は
再
任

の
中
村
純
二
氏
と
併
せ
三
名
体
制
と
な

っ
た

■
定
款
、
細
則
の
改
定
や

組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て

定
款
改
定
の
件

（入
会
金
、
会
費
）
、
細

則
改
定
の
件
、
組
織
見
直
し
の
件
に
つ
い
て

は

一
括
審
議
と
な
り
、
中
村
副
会
長
が
説
明

に
立

っ
た
。

定
款
改
定
は
入
会
金
、
会
費
の
八
年
ぶ
り

の
値
上
げ
に
伴
う
も
の
で
、
骨
子
は
入
会
金

五
千
円
ア
ッ
プ
、
会
費
二
千
円
ア
ッ
プ
で
会

次

代

に
残

そ
う

美

し

費
は
全
国

一
率
同
額
と
な
る
。
文
部
省
へ
の

認
可
申
請
を
経
て
、
平
成
八
年
四
月

一
日
か

ら
実
施
さ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
大
倉
理
事
か
ら
、
す
で
に

平
成
六
年
度
収
支
決
算
は
、
単
年
度
と
し
て

は
赤
字
、
平
成
七
年
度
収
支
予
算
も
赤
字
が

予
測
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
六
十
二
年
の
会
員

数
四
千
三
百
名
は
、
現
在
五
千
四
百
名
に
膨

脹
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
間
の
通
信
費

増
、
事
務
所
拡
大
、
将
来
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
予
想
し
て
の
職
員
三
名
体
制
や
、
こ
れ
に

付
随
す
る
諸
費
用
増
な
ど
を
考
え
る
と
、
健

全
財
政
を
保
つ
た
め
の
措
置
で
、
平
成
八
年

度
に
は
年
間

一
千
万
円
の
増
収
が
見
込
め
る
、

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

細
則
改
定
、
組
織
見
直
し
は
、
二
年
後
実

施
を
メ
ド
に
、
日
本
山
岳
会
の
方
向
づ
け
が

示
さ
れ
た
も
の
で
、
骨
子
は
①
本
部
、
各
支

部
、
各
委
員
会
相
互
の
連
絡
の
強
化
　
②
若

年
層
会
員
の
増
加
策
　
③
会
員
の
自
主
的
活

動
の
場
の
拡
大
、
を
図
る
た
め
、
入
会
制
度
、

受
益
者
負
担
の
原
則
、
若
年
層
対
策
、
支
部

対
策
、
委
員
会
構
成
の
変
更
、
各
種
グ
ル
ー

プ
、
委
員
会
組
織
に
つ
い
て
、
見
直
そ
う
と
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■
活
発
な
質
疑
応
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

以
上
の
審
議
の
中
で
の
質
疑
応
答
を
ま
と

一
め
て
お
く
と

―
柴
田
篤
志
会
員
　
平
成
七
年
度
収
支
予
算

案
中
、
広
告
料
収
入
は
実
現
可
能
か
。
休
館

日
を
設
け
た
山
岳
研
究
所
使
用
料
増
は
矛
盾

し
な
い
か
。

―
大
倉
理
事
　
広
告
料
金
も
改
定
し
、
名
簿

発
行
年
度
で
あ
り
可
能
な
数
字
。
山
研
は
今

期
フ
ル
稼
働
す
る
し
、
数
字
は
努
力
目
標
と

考
え
て
ほ
し
い
。

―
河
田
豊
吉
会
員
　
組
織
見
直
し
中
、
満
二

十
五
歳
以
下
の
入
会
者
は
、
入
会
金
、
会
費

＞

を
半
額
に
し
た
ら
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
２

１
小
倉
理
事
　
入
会
金
は

一
度
で
あ
り
、
会

＜

費
は
会
員
平
等
で
あ
る
と
考
え
る
。

―
山
田
二
郎
名
誉
会
員
　
平
成
八
年
度
は
、

値
上
げ
に
よ

っ
て

一
千
万
円
増
収
に
な
る
と

い
う
が
、
次
年
度
以
降
は
ど
う
な
る
か
。　
一

〇
四
号
室
の
賃
借
料
は
重
い
。
底
値
で
取
得

す
る
意
向
は
。

―
大
倉
理
事
　
そ
れ
ら
も
考
え
て
い
る
。

―
安
間
荘
会
員
　
支
部
会
員
は
大
幅
に
増
え

て
い
る
。
支
部
活
動
は
本
部
還
元
金
と
支
部

会
費
で
賄

っ
て
い
る
が
、
本
来
な
ら
ば
還
元

金
で
賄
う
の
が
筋
で
は
な
い
か
。
各
支
部
が

支
部
会
費
を
徴
収
し
な
い
状
態
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。
例
え
ば
還
元
金
の
増
額
と
か
。

―
小
倉
理
事
　
各
支
部
に
よ

っ
て
支
部
会
費

 ヽヽ
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を
徴
収
す
る
、
し
な
い
の
実
状
が
あ
る
。
文

部
省
の
指
摘
で
、
還
元
金
と
い
う
名
称
は
助

成
金
と
改
め
る
が
、
支
部
活
動
を
活
発
に
す

る
た
め
に
、
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
支
部
懇
談
会
な

ど
助
成
を
厚
く
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
る
。

―
石
田
稔
郎
会
員
　
組
織
見
直
し
中
、
同
好

会
的
山
行
に
も
必
ず
保
険
加
入
す
る
の
か
。

委
員
会
委
員
の
任
期
二
年
、
再
任
は
妨
げ
な

い
が
、
再
々
任
は
行
わ
な
い
と
な
る
と
、
本

人
に
続
け
た
い
意
志
が
あ
る
場
合
ど
う
す
る

か
つ
て
あ
っ
た
東
京
支
部
を
設
け
る
考
え
は

な
い
か
。
同
好
会
へ
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

―
中
村
副
会
長
　
保
険
加
入
は
希
望
事
項
で

あ
る
。
委
員
任
期
は
四
年
間
全
力
投
球
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
そ
の
後
二
年
間
、
協
力
委

員
と
し
て
参
画
し
、
復
帰
す
る
こ
と
は
あ
り

得
る
。
「山
岳
」
・
「山
」
編
集
の
よ
う
に
、

経
験
の
必
要
な
も
の
は
別
と
し
て
、
新
し
い

会
員
に
会
活
動
を
し
て
も
ら
う
。
こ
れ
に
よ

り
世
代
交
代
も
図
れ
る
。
現
段
階
で
東
京
支

部
は
考
え
ら
れ
な
い
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な

グ
ル
ー
プ
が
で
き
れ
ば
い
い
。
委
員
会
の
予

算
も
十
五
～
三
十
万
円
程
度
で
あ
り
、
通
信

費
的
意
味
で
二
～
三
万
円
程
度
は
同
好
会
に

も
出
せ
る
と
思
う
。

―
藤
平
会
長
　
こ
れ
ま
で
九
十
年
の
積
み
重

ね
だ
け
で
、
見
直
し
は
な
か
っ
た
。
委
員
会

も
新
入
会
員
を
拒
む
傾
向
に
あ
っ
た
の
も
事

実
だ
。

つ
い
で
小
倉
理
事
か
ら
平
成
七
年
度
除
籍

対
象
者
名
が
示
さ
れ
、
紹
介
者
に
働
き
か
け

る
な
ど
、
極
力
除
籍
者
を
減
ら
す
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

そ
の
他
で
は
、
日
本
山
岳
会
マ
カ
ル
ー
登

山
隊

一
九
九
五
の
重
廣
恒
夫
隊
長
か
ら
、
頂

上
ア
タ
ッ
ク
を
前
に
し
た
五
月
二
十
日
付
け

の

「会
員
の
皆
様
へ
」
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
募
金
は
五
月
十
八
日

現
在
、
会
員
延
べ

一
千
百
七
十
五
名
、　
一
千

六
百
四
十
四
万
八
千
六
百
三
円
、
企
業
申
し

込
み
七
十
三
社
、　
一
千
六
百
五
十
八
万
円
の

う
ち

一
千
四
百
二
十
四
万
円
入
金
済
み
と
の

報
告
が
あ

っ
た
。

■
新
旧
会
長
が
挨
拶

次
に
新
役
員
、
新
評
議
員
の

村
木
潤
次
郎
新
会
長
は

「新
し
い
運
営
組
織

を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
の
気
持
ち
と

し
て
、
会
の
中
に
枠
に
は
ま
っ
た
管
理
体
制

は
取
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
山
を
愛

す
る
人
の
集
団
と
し
て
、
討
論
、
討
議
を
重

ね
、
相
手
の
立
場
を
理
解
し
、
山
田
、
藤
平

路
線
を
受
け
継
い
で
い
く
。
藤
平
前
会
長
に

は
引
き
続
い
て
九
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
長
を
お
願
い
し
、
前
期
会
運
営
に
か
か

わ
っ
た
方
に
は
そ
の
ま
ま
残

っ
て
協
力
し
て

い
た
だ
く
。
会
員
の
皆
様
の
援
助
と
応
援
を

得
て
、
任
期
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と

挨
拶
し
た
。

締
め
く
く
り
の
挨
拶
で
藤
平
会
長
は

「会

長
の
任
務
は
何
か
、
常
に
問
い
続
け
て
い
た
。

年
次
晩
餐
会
で
あ
る
新
入
会
員
が
、
最
高
の

文
化
人
の
中
に
加
え
て
も
ら
い
、
最
高
の
喜

び
、
と
言
っ
た
言
葉
が
印
象
に
残

っ
て
い
る

が
、
日
本
山
岳
会
の
国
際
的
ス
テ
ー
タ
ス
は

高
い
。
そ
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
落
と
し
た
く
な

か
っ
た
。
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
何
か
し
な
い

と
、
何
も
し
な
い
日
本
山
岳
会
に
な
り
か
ね

な
い
。
組
織
見
直
し
を
考
え
た
の
も
、
要
因

は
そ
こ
に
あ

っ
た
」
と
述
べ
た
。

こ
の
総
会
の
議
事
録
署
名
人
に
は
、
南
川

金

一
、
溝
口
洋
三
両
会
員
が
指
名
さ
れ
た
。

■
懇
親
会
は
三
度
乾
杯
Ｈ

無
事
総
会
を
終
え
、
小
憩
の
後
、
同
所
で

懇
親
会
が
坂
本
正
智
総
務
委
員
の
司
会
で
開

か
れ
た
。藤
平
前
会
長
が
「
日
本
山
岳
会
が
ま

す
ま
す
発
展
し
、
さ
ら
に
ス
テ
ー
タ
ス
を
高

め
る
こ
と
を
祈
る
」
と
開
会
辞
。
乾
杯
音
頭

に
指
名
さ
れ
た
織
内
信
彦
名
誉
会
員
が
、
代

打
で
立

っ
た
渡
辺
兵
力
名
誉
会
員
の
あ
と
に

現
れ
、
三
度
の
乾
杯
と
な
っ
た
。

渡
辺
名
誉
会
員
は

「総
会
出
席
者
の
年
代

が
下
が
る
こ
と
」
を
希
望
さ
れ
、
織
内
名
誉

会
員
は

「
マ
カ
ル
ー
の
朗
報
が
こ
な
い
こ
と

が
気
が
か
り
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
こ
の
言

葉
さ
な
が
ら
に
、
坂
本
委
員
か
ら
は
刻

一
刻

最
新
ニ
ュ
ー
ス
が
発
表
さ
れ
た
。

日
大
隊
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
北
東
稜
登
頂
成
功

に
関
し
指
名
を
受
け
た
松
田
雄

一
評
議
員
は
、

車
で
入

っ
て
高
度
を
あ
げ
た
日
大
隊
と
異
な

り
、
マ
カ
ル
ー
の
場
合
大
雪
の
た
め
、
過
酷

な
条
件
の
中
で
の
行
動
を
強
い
ら
れ
て
い
る

な
ど
説
明
。
会
場
は

一
喜

一
憂
の
雰
囲
気
。

最
後
に
村
木
新
会
長
が

「
日
本
山
岳
会
は

登
山
活
動
を
推
進
し
、
自
然
保
護
、
環
境
問

題
に
取
り
組
み
、
若
い
人
を
会
に
取
り
込
み
、

中
高
年
を
励
ま
し
盛
り
た
て
る
」
こ
と
が
肝

要
だ
と
し

「年
配
者
は
よ
り
元
気
に
、
若
い
　
＞

人
は
年
配
者
を
や
っ
つ
け
る
気
持
ち
で
」
と
　
３

締
め
く
く
っ
た
。
　
　
（文
責

・
高
田
員
哉
）

＜

■
平
成
七
年
度
　
理
事

・
監
事

・
評
議
員

副
会
長

常
務
理
事

（総
務
）

（財
務
）

（総
務

・
集
会
）

（海
外
連
絡
ｏ青
年

理
事

（科
学
）
　

　

　

（再
）
松
浦
祥
次
郎

（会
報
）
　
　
　
　
（再
）
伊
藤
　
　
倣

（図
書
管
理

・
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
）

（再
）
水
野
　
　
勉

ハ

長

再 再 新 新 新 新 再 新

大 中 吉 大 宮 斎 中 村
谷 川 永 屋 下 藤 村 木

7閏

英 悌 秀 惇 純 次
亮 武 明 二 樹 生 二 郎

実施目標

観光道徳の高揚

観光地の美化

健全な観光旅行の促進

総務委員会

第 31回

観光週間
8月 1日 ～ 7日
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（図
書
）

（医
療
）

（高
所
登
山
）

（山
研

・
資
料
）

（学
生
）

（山
岳
）

（青
年

ｏ
遭
難
）

（指
導

・
海
外
）

（自
然
保
護
）

監
事

常
任
評
議
員

評
議
員

新 新 新 新 新 新 新 新 新 再 再 再 再 再 新 新 新 新 再 再 新 再 新 新 新 新 再 再 再 再 再

竹 田 長 吉 中 長 山 穴 藤 宮 梅 田 松 小 大 村 大 小 重 神 石 川 大 熊 宇 田 山 溝 渡 堀 南
内 邊 坂 田 村 尾 口 田 平 本 木 中 田 須 倉 井 森 倉 廣 崎 橋 崎 蔵 崎 田 辺 本 国 邊 井 井

田   弘        川
哲    太 悌 俊 雪 正 数 秀 弘 雄 喜 昌 龍 一 茂 恒 忠 正  喜 和 芳  宗 洋 雄 昌 英
夫 史 博 宏 郎 夫 輔 江 夫 男 徳 美 一 夫 身 一 郎 暉 夫 男 美 巌 福 宏 伸 寿 彦 三 二 子 弘

る村木新会長

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

―

相
互
の
相
違
を
理
解
し
、
共
存
を
―
―

こ
の
た
び
、
皆
様
の
ご
承
認
を
得
て
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
い
さ
さ
か
己
を
省

み
る
と
き
、
戦
後
早
々
の
頃
、
学
校
出
た
て

の
若
造
が
よ
り
大
き
な
山
登
り
を
夢
見
て
先

輩
に
憧
れ
、
御
茶
の
水
の
ル
ー
ム
に
出
入
り

し
て
、
は
や
四
十
数
年
が
経

っ
て
し
ま

っ
た

こ
と
に
気
づ
く
の
で
す
。
親
し
く
教
え
を
受

け
た
先
輩
方
も
指
折
る
ほ
ど
に
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
今
更
の
よ
う
に
日
本
山
岳
会
の

歴
史
と
伝
統
の
重
み
を
噛
み
し
め
て
い
る
次

第
で
す
。
そ
し
て
思
う
こ
と
は
槙
さ
ん
、
松

方
さ
ん
の
時
代
に
比
べ
て
、
こ
の
ご
ろ
の
会

長
、
と
く
に
私
の
場
合
は
器
が
小
さ
く
な
っ

た
な
あ
、
と
い
う
感
慨
で
す
。

政
界
も
財
界
も
、
日
本
中
の
リ
ー
ダ
ー
が

同
じ
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
世
の
中

が
多
様
化
し
複
雑
に
な

っ
た
の
も
、
そ
の
原

因
の

一
つ
と
数
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

村
木
潤
次
郎

本
来
登
山
を
志
す
人
々
の
同
志
的
な
集
団
で

あ
る
は
ず
の
山
岳
会
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

・つ″今
、
会
が
直
面
し
て
い
る
課
題
と
か
問
題

点
を
考
え
て
み
て
も
、
や
は
り
同
じ
よ
う
な

傾
向
と
多
様
性
を
さ
ば
き
切
れ
ず
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ざ
っ
と
項
目
を
あ
げ

て
み
る
と
、

０
登
山
活
動
の
推
進
　
②
環
境
問
題
へ
の
対

応
　
０
地
方
と
東
京
と
の
関
係
（支
部
問
題
）

０
青
年
層
会
員
の
拡
充
、
育
成
　
Ｄ
中
高
年

登
山
者
の
対
策

等
々
で
す
が
、　
一
つ
一
つ
の
課
題
に
内
在

す
る
矛
盾
、
問
題
点
相
互
の
対
立
な
ど
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
推
進
す
る
の
に
単
純
に
割
り

切
れ
な
い
要
素
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

登
山
活
動
に
し
て
も
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
に

根
ざ
す
、
よ
り
高
度
な
登
山
の
推
進
こ
そ
当

会
の
目
標
で
し
ょ
う
が
、
田
口
二
郎
先
輩
が

『東
西
登
山
史
考
』
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
日
本
の
登
山
者
の
原
形
で
あ
る
静
観

的
な
登
山
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
と
く
に
会

員
の
大
半
を
占
め
る
中
高
年
の
人
々
は
こ
の

種
の
登
山
ス
タ
イ
ル
に
属
す
る
場
合
が
多
く
、

か
つ
て
の
若
き
精
鋭
も
年
を
取
れ
ば
矛
を
収

め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
本
音
と
建
前
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
て
ど
う
や
っ
て
会
の
登
山
活
動
を

活
性
化
さ
せ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
課
題
に

な
る
の
で
し
ょ
う
。

自
然
保
護
、
環
境
対
策
も
同
じ
で
す
。
政

治
的
経
済
的
な
大
き
な
問
題
は
別
と
し
て
、

登
山
者
は
自
ず
と
自
然
破
壊
に
力
を
貸
し
て

い
る
の
だ
と
い
う
自
覚
を
持

っ
て
、
自
分
た

ち
の
大
切
な
楽
し
み
と
修
業
の
場
で
あ
る
山

に
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

登
山
活
動
を
推
進
す
れ
ば
登
山
者
が
増
え
、

人
が
多
く
関
わ
れ
ば
山
は
汚
れ
荒
れ
る
、
こ

れ
が
現
実
で
す
。

こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
矛
盾
と
混
沌
を
抱
え

て
日
本
山
岳
会
は
今
年
九
十
周
年
を
迎
え
つ
　
＞

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
記
念
事
業
の
先
頭
を
切
　
４

っ
て
マ
カ
ル
ー
東
稜
の
登
攀
は
無
事
終
了
し
　
＜

ま
し
た
。
所
期
の
目
的
か
ら
は
若
干
の
不
満

も
残

っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
困
難
な
稜
線
を
克
服
し
て
八

名
も
の
若
い
隊
員
が
登
頂
し
、
見
事
第

一
歩

を
飾

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
地
方
支
部
別
の
行
事
、
東
京
の

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
ま
だ
ま
だ
宿
題
が

残

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
準
備
の
過
程
で
も
相

反
す
る
考
え
方
や
、
相
剋
が
な
い
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
先
に
述
べ
た
や
や
大
き
な
問
題
の

処
理
に
つ
い
て
も
、
目
先
の
行
事
に
関
わ
る

と
こ
ろ
で
も
、
至
る
と
こ
ろ
に
対
立
す
る
要

素
が
散
在
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
そ
の

ま
ま
受
け
入
れ
て
、
相
互
の
相
違
を
良
く
※



山 602-199507020 (第二種郵便物認可)

νlスκスとυ
マカルー東稜・登頂記

山本 篤

五
月
二
十

一
日
午
前
二
時
、
予
め
セ
ッ
ト

し
て
お
い
た
荒
井
隊
員
の
腕
時
計
の
ア
ラ
ー

ム
で
目
が
覚
め
る
。
昨
日
は
午
後
九
時
頃
、

一
人
毎
分
〇

・
五
リ
ッ
ト
ル
の
酸
素
を
使
用

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
就
寝
態
勢
に
入

っ
た
。

私
は
な
か
な
か
寝

つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、

ひ
ょ
っ
と
し
て
自
分
だ
け
酸
素
が
来
て
い
な

い
の
で
は
、
と
思

っ
た
り
も
し
た
が
、
何
時

の
間
に
か
寝
た
ら
し
く
二
時
間
ほ
ど
熟
睡
し

た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
か
え
っ
て
実
に
眠
い
。

し
か
し
今
日
は
ア
タ
ッ
ク
な
の
だ
。
こ
れ
ま

で
の
全
隊
員
の
努
力
は
す
べ
て
本
日
の
た
め

で
あ
っ
た
と
思
う
と
、
少
々
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
る
。
果
た
し
て
全
員
無
事
登

っ
て

帰
っ
て
来
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
朝
食
の
準
備

に
取
り
か
か
る
。
モ
ー
ニ
ン
グ

・
テ
ィ
ー
、

ラ
ー
メ
ン
、
そ
し
て
食
後
の
お
茶
、
さ
ら
に

も
う

一
度
水
分
を
と
り
、
気
合
い
を
入
れ
て

靴
を
は
く
。
こ
の
気
合
い
を
入
れ
て
身
支
度

す
る
こ
と
が
ア
タ
ッ
ク
の
第

一
歩
だ
と
、
若

い
松
原
、
荒
井
の
二
名
を
激
励
し
、
自
ら
の

緊
張
感
を
高
め
、
外
へ
出
る
。
期
待
し
て
い

た
無
風
快
晴
と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で
も
、

ま
ず
ま
ず
の
天
気
だ
。

ま
ず
私
が
ト
ッ
プ
で
ア
タ
ッ
ク

。
キ
ャ
ン

プ
を
出
発
す
る
。
調
子
は
上
々
で
、
昨
日
、

田
辺
さ
ん
と
二
人
で
偵
察
を
行
っ
た
七
八
〇

〇
メ
ー

の
三
名
も
元
気
よ
く
登

っ
て
来
る
。
や
は
り

毎
分
ニ
リ
ッ
ト
ル
の
酸
素
が
効
い
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
私
は
従
来
、
八
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
ま
で
は
、
よ
く
馴
化
し
て
い
れ
ば
、

酸
素
を
使
う
よ
り
空
身
で
歩
い
た
ほ
う
が
楽

な
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
回
使
用

し
た
軽
く
容
量
も
あ
る
ロ
シ
ア
製
の
ボ
ン
ベ

は
、
こ
の
考
え
を
見
事
に
覆
し
た
。

七
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
上
部
は
、
し
ば

ら
く
セ
ラ
ッ
ク
帯
を
縫
う
よ
う
に
進
み
、
さ

ら
に
比
較
的
楽
な
雪
面
を
登

っ
て
、
午
前
八

時
に
は
八
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
あ

と
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
は
楽
勝
だ
と

思
っ
た
が
、
や
は
り
甘
か
っ
た
。
ま
ず
頂
稜

へ
の
ル
ー
ト
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
迷

っ
た
あ

げ
く
右
手
上
の
コ
ル
を
目
指
す
が
、
ボ
ロ
ボ

ロ
の
岩
場
に
突
き
当
た
り
、
そ
れ
を

一
時
間

か
け
て
突
破
し
た
。
さ
ら
に
頂
稜
上
は
、強
風

と
予
想
以
上
の
悪
さ
に
、　
一
ピ
ツ
チ
フ
イ
ッ

ク
ス
を
固
定
し
、
そ
の
他
の
場
所
は
各
自
の

責
任
で
も
っ
て
ジ
リ
ジ
リ
と
頂
上
へ
迫
る
。

途
中
荒
井
隊
員
が
、
微
妙
な

一
歩
の
ふ
ん
ぎ

り
が
つ
か
ず
、
田
辺
さ
ん
が
ロ
ー
プ
を
持

っ

て
下
る
と
い
う
タ
イ
ム
ロ
ス
も
あ
っ
た
が
、

十
二
時
四
十
分
に
は
、
頂
上
手
前
五
メ
ー
ト

ル
に
全
員
が
到
着
。
そ
れ
か
ら
は
狭
い
頂
上

に
、
田
辺
、
山
本
、
松
原
、
荒
井
と
、
年
の

順
に
次
々
と
手
を
掛
け
た
。

こ
う
し
て
、
中
国
側
か
ら
の
マ
カ
ル
ー
の

登
頂
は
成

っ
た
。
み
な
、
歓
喜
の
表
情
の
中

に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
る
こ
と
が
見
て

と
れ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
る
自
分
に

少
々
驚
き
つ
つ
、
私
自
身
は
、
亡
き
大
西
宏

の
こ
と
を
想

っ
た
。
五
年
か
か
っ
て
よ
う
や

く
彼
の
足
跡
に
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。

あ
と
は
、
無
事
下
る
こ
と
だ
。
そ
う
自
分
自

身
に
言
い
聞
か
せ
、
頂
上
を
あ
と
に
し
た
。

※
理
解
し
合
い
な
が
ら
共
存
を
図
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

百
周
年
に
は
ど
う
な
る
か
、
二
十

一
世
紀

の
目
標
は
、
な
ど
大
言
壮
語
す
る
こ
と
に
は

少
し
時
間
を
か
け
、
変
化
を
見
極
め
た
ほ
う

が
よ
さ
そ
う
で
す
。
自
分
の
器
の
小
さ
さ
を

言
い
訳
に
す
る
よ
う
で
す
が
、
矛
盾
と
混
沌

を
糧
と
し
て
、
山
岳
会
が
さ
ら
に
大
き
く
発

展
す
る
過
程
の

一
こ
ま
を
見
つ
め
、
お
守
り

さ
せ
て
い
た
だ
く
、
そ
れ
が
私
た
ち
現
役
員

会
の
仕
事
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
と
ご
批
判
を
期

待
し
て
、
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

他  5月 21日 P MO:45マ カルー頂上に立つ田辺 (左)と荒井 (右)隊員  十

(5)

味の技、心てつくる
むさ助

(選税じタワービル9F)

むさし坊

千代田区有楽町1-5-2803-3504-1905

むさし坊 猶阿店

(有楽町線猶町駅際)

千代田区麹町4-2-6●

“

-3230-2313

むさし坊 神田西日店
(神田西口通り商自帥

千代田区内神田2-9-91日 田-3252-5015

友膳ゆうぜん
(半蔵門劇畔蔵「覇尺3列

千代田区平河町卜3-121日D3-3288-5891

番町店 (日 本TV通 り五番町交差点角)

千代田区六番町4803-3234-3357

7′

▲
■
ヮ

′
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1月 14～ 15日 八方スキー (集会)       八方尾根

1月 19日 冬山報告会、納会 (学生)        本 会

1月 28日  チベット登山協会来日歓迎会 (海外)   渋 谷

2月 1日  キャジカン峰報告会 (青年)       本 会

2月 4～ 5日 城ヶ崎集会 (学生)        城ヶ崎

2月 8日 マカルー登山隊1995壮行会 (集会)メ トロポリタン

2月 17日 映写会 (フ ィルムビデオ)        本 会

2月 25～ 26日 青年登山懇談会 (総務)   グリーンホテル

3月 4～ 6日 山スキー講習会 (指導)      日光白根

3月 7日 第26自山岳図書を語る夕べ (図書)   本 会

3月 18日 オリエンテーション (総務)      本 会

3月 18～ 19日 山スキー講習会 (指導)      志賀草津

0 研究会・講演会

4月 14日  レスキゴー研究会 (遭難対策)     本 会

5月 19日     〃     (  〃  )        〃

6月 18～ 19日 現地講演会「自然エネルギー利用実用化の

現状」(科学)              上高地

6月 29日  レスキュー研究会 (遭難対策)      本 会

7月 27日     〃    ( 〃 )       〃

9月 1日     〃     (  〃  )        〃

10月 6日     〃    ( 〃 )       〃

11月 11日 講演会「サガルマータ南西壁冬期初登攀1993」

(高所登山 )              本 会

11月 11日 高所登山研究委員会 (高所登山 )     〃

1月 11日 遭難とレスキューを考える (遭難対策、青年)〃
1月 23日  レスキュー研究会 (遭難対策)       ″

1月 25日 講演会「山の高さの測定」(科学)      〃

1月 28日  西蔵登山研究会 (高所登山)      原 宿

3月 1日  レスキュー研究会 (遭難対策)       〃

|' シンポジウム

4月 16日  自然保護シンポジウム (自然保護)

5月 27～ 28日  日本登山医学研究会主催

第14回 日本登山医学シンポジウムの後援

(医療)

11月 19日 シンポジウム「登山と疲労」(科学、医療)

秦 野

千 葉

青山学院

2.登山施設、その他登山のための適切な事業

*上高地山岳研究所の資料室、展示室、宿泊施設等の活用

*山に関する貴重なフィルム、スライ ド、テープ、アルバム等の

補修および複製その他貴重な資料の収集、整備、管理

*サ ンビューハイツ四番町104号室をリース

*本会会議室リフォーム

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

4。 自然保護活動の推進

5.機関紙等の発行

*「山岳」第89年 (1994)号の発行

*会報「山」第587～598 号の発行

6.国内および外国山岳団体との連絡、情報交換

*国内関係団体 (日 山協、都岳連、HAT― J、 その他)と の密

接な連絡
*海外登山団体との交流

海外登山

4月 18～23日 台湾親善交流登山

6月 4～ 30日 第 5次マッキンリー気象観測機器設置登山隊派遣

2月 15日 0日 本山岳会マカルー登山隊1995出 発

3月 5日 青年部シータ・チュチュラ峰登山隊出発

欄日本山岳会平成 6年度事業報告

(6.4.1～7.3.31)

1.登山の指導と奨励に必要な集会、研究会、講習会および展覧会

の開催

“

)集会

4月 10日 新入会員歓迎さくらハイク (集会)

4月 14日 学生部総会 (学生)

4月 ～ 7年 3月 (計 9回実施)

山の自然学現地講座 (自然保護専門)

4月 9～ 10日 八甲田スキー (指導)

4月 14日 クラウン峰報告会 (青年)

4月 17日 丹沢観察山行 (自然保護)

5月 ～ 7月  山の自然学講座 山の空撮ウオッチ

上高地・他

(自然保護専門)北 ア上空
〃  石楠花植林( 〃 )  ネパール
〃  木曽駒ヶ岳気象観測( 〃 )

木曽駒ヶ岳

5月 ～ 7年 3月 (計 8回実施)

山の自然学都内講座 (自然保護専門)蔵前工業会館・他

5月 14～ 15日第18回若葉会山行偵察 (集会)     八甲田

5月 19日 マッキンリー打ち合わせ (青年)    本 会

5月 21日 通常総会 (総務)           JAビ ル

5月 21日 支部長会議 (総務)          JAビ ル

5月 27～ 28日 第14回 5月 28～ 29日 第18回若葉会山行 (集会)

八甲田

6月 1日  マッキンリー隊壮行会 (青年、学生、科学) 本 会

6月 5日 第48回 ウエストン祭 (信濃支部)    上高地

6月 11日 第 1回古典の道を歩く (図書)    小仏の関

6月 11～ 12日 谷川岳合宿 (青年、学生)      谷川岳

6月 15日 定点観測 (自然保護)          奥多摩

6月 18～ 19日 湯河原幕岩集会 (学生)    湯河原幕岩

6月 21日  中国登山協会来日歓迎会 (海外)     新 宿

6月 23日 加盟校大学山岳部監督会議 (青年、学生)  本

会

6月 25日

6月 27日

7月 6日

7月 14日

7月 15日

7月 17日

9月 3日

9月 7日

撮影会 (フ ィルムビデオ)

若葉会山行写真交換会 (集会)

エベレス ト南稜報告会 (青年)

マッキンリー報告会、納会 (学生)

青年部OB会 (青年)

映写会 (フ ィルムビデオ)

ビールパーティー (集会)

ムスターグアタ峰からトムール峰へ (青年)

9月 17～ 18日 自然保護全国集会 (自然保護)    山梨県

10月 1～ 2日 探索山行「氷河地形を科学する」(科学)木曽駒

10月 5日 キルギスタン山域検討会 (青年)     本 会

10月 14日 撮影会 (フ ィルムビデオ)        日 光

10月 15～ 16日 全国支部懇談会 (総務、関西支部) 氷ノ山

10月 21日 第 2回山の本シリーズ (図書)     本 会

10月 22～ 23日 小川山クライミング集会 (青年、学生)小川山

10月 22日 新入会員懇談会 (総務)         本 会

11月 2日 ダウラギリ峰北東稜報告会 (青年、学生) 本 会

11月 4～ 6日 アジア山岳連盟第 1回総会 (海外)  韓 国

11月 20日 写真展 (フ ィルムビデオ)   三省堂文化ホール

11月 20日 マラソン大会 (学生)         皇 居

11月 29日 加盟校大学山岳部監督会議 (青年、学生) 本 会

12月 3日 年次晩餐会 (総務)      新高輪プリンス

12月 3日 支部長会議 (総務)      新高輪プリンス

12月 3日 写真展 (フ ィルムビデオ)      晩餐会会場

12月 4日 懇親山行 (集会)           鎌 倉

12月 7日  ドルジュ・ラクバ峰西稜報告会 (青年)  本 会

12月 8日 第23回山岳史懇談会 (図書)       本 会

1月 11日 遭難対策とレスキューを考える (青年、遭難対策)

本 会

高川山

本 会

田

会

沢

甲八

本

丹

岳

会

会

会

会

田

会

会

ケ

　

　

　

　

甲

八

本

本

本

本

八

本

本

(6)
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事 務 所 管 理 費

そ の他 管 理 費

負  担  金

賃  借  料

雑     費

管 理 費 計

3.固定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

4.特定預金支出

図書出版研究基金支出

長期計画積立金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支 出計

5。 予  備  費

予  備  費

3,500,000

180,000

750,000

2,300,000

135,000

0

600,000

28,395,000

3,000,

1,000,

4,000,

1,500,

405,

20,030,

1,846,

679,

516,

282,

722,

305,

3,794,

210,

630,

2,429,

195,

942,763

80,000

8,580,000

1,290,000

1,000,000

10,950,000

3,300,000

△  342,

53,458,450 △25,063,

24,150

830,

246,

179,

116,

17,

372,

5,

294,

30,

119,

129,

60,

△   80,000

∠:ゝ 5,580,000

△1,290,000

0

△6,950,000

1,500,000

料

費

課

費

料

費

費

料

費

費

公

料

　

　

品

数

営

生

険

繕

　

水

話

議

備

手

運

厚

税

熱

　

　

器

替

部

利

保

修

租

光

電

会

什

振

支

福

△

△

△

　

△

△

△

△

　

△

△

収 支 計 算 書

平成 6年 4月 1日 から平成 7年 3月 31日 まで

(注 )1。 「環境事業団 環境基金」助成金 ¥3,980,000-
2.事務所改修のため長期計画積立金取崩 ¥20,000,000-

△3,300,

正味財産増減計算書
6 3月 31日 ～ 7年 3月 31日

Ⅱ。

1.事

支 出 の 部

業  費

出

図

調

ヤ旨

支

海 外 諸 関 係 費

山岳研究所運営費

海外登山補助費

そ の他 事 業 費

印 刷・ 製 本 費

通 信 運 搬 費

事 業 費 計

運 営 管 理 費

給 料 ・ 手 当

文具・消耗品費

印刷・ 製 本 費

旅 費・ 交 通 費

通 信・ 運 搬 費

12,313,

805,

2,139,

965,

4,000,

250,

3,000,

2,000,000

3,000,000

1,000,000

5,400,000

34,872,000

12,700,000

250,000

1,500,000

1,800,

1,600,

10,737,

798,

5,568,

829,

4,283,

219,

3,868,

2,000,

7,059,

754,

5,149,

41,269,

12,111,

242,591

1,324,975

1,713,010

1,775,901

1,575,065

6,258

△3,429,786

135,193

△  283,

30,

△  868,

△4,059,

245,

250,

△6,397,

588,

7,

175,

86,

費

費

費

費

費

理

究

　

係

版

管

研

導

関

書

査

　

部

(7)

68,767,0001105,678,4381△ 36,911,438

Ab, 69T, ooolA14, gg7, 4761 o, zgo, 476

当期支出合計 (C)

当期収支差額(A)一 (C)

次期繰越収支差額(B)― (C) 25,411,5161 16,121,0401 9,290,476

科 目 予 算 額 決 算 額 差  異 備考

I。 収 入 の 部

1.基本財産運用収入

基本財産利息収入

2.会費・入会金収入

入 会 金 収 入

復 活 会 費 収 入

通 常 会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

会費0入会金収入計

3.事 業 収 入

広 告 料 収 入

印 税 収 入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

事 業 収 入 計

4.補 助金等収入

補 助 金 収 入

5。 寄 付 金 収 入

寄 付 金 収 入

募 金 収 入

6.雑  収  入

受 ‐取 利 息

雑  収  入

雑 収 入 計

7.特定預金取崩収入

長期計画積立金取崩収入

4,500,000

0

45,000,000

0

49,500,000

1,500,000

20,000

1,000,000

4,000,000

2,700,000

9,220,000

3,500,000

500,000

4,000,000

350,000

0

3,720,000

180,000

48,096,000

1,290,000

53,286,000

192,305

1,577,081

3,823

379,030

3,314,830

2,827,630

8,102,394

3,980,000

0

0

3,096,609

2,033,654

5,130,263

20,000,000

780,000

△  180,000

△3,096,000

△1,290,000

`∠
:ゝ,3,786,000

157,695

△   77,081

16,177

620,970

685,170

△  127,630

1,117,606

△3,980,000

0

0

403,391

△1,533,654

△1,130,263

△20,000,000

(注 )

(注 )

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収 入 合 計 (B)

63,070,000

31,108,516

90,690,962

31,108,516

△27,620,962

94,178,516 121,799,478 △27,620,962

科 目 金 額

80,000

8,580,000

1,290,000

1,000,000 10,950,000

14,987,476

95,000

20,000,000

735,188 35,817,664

1,000,000

10,950,000

36,817,664

25,867,664

377,825,946

I.増加の部

1.資産増加額

図書出版研究基金

長期計画積立金

終身会費積立金

退職給与引当預金

増加額合計

Ⅱ.減少の部

1。 資産減少額

当 期 収 支 差 額

什 器・ 備 品

長期計画積立金

棚 卸 資 産

2.負債増加額

退職給与引当金繰入額

減少額合計

当期正味財産減少額

前期繰越正味財産額

期末正味財産合計額 351,958,282

備考科 目 予 算 額 決 算 額 差  異

△  175,901
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科   目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高

貸付信託(三井信託銀行)

〃 (日 本信託銀行)

〃 (中央信託銀行)

2,380,000

420,000

5,200,000

0

0

0

0

0

2,380,000

420,000

5,200,000

合  計 (基 本 金 ) 8,000,000 8,000,000

とおりである。

4.固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次の

とおりである。

財 産
平成 7年 3

目 録

[1]資産の部

1.流 動 資 産

現金預金

現金 現金手許有高

振替貯金

東京地方貯金局

普通預金

あさひ銀行市ヶ谷支店

三菱銀行市ヶ谷支店

三和銀行本郷支店

中央信託銀行本店

三井信託銀行新宿

西口支店

日本信託銀行本店

未収会費 380名 分

仮払金

棚卸資産 *1

流動資産合計

2.固 定 資 産

(1)基 本財産

貸付信託
三井信託銀行本店

日本信託銀行本店

中央信託銀行本店

基本財産合計

(2)そ の他固定資産 *2

土 地 57.91484ゴ

建 物 432.63ぜ

21,261,940

46,297,11

貸 借 対 照 表

平成7年 3月 31日 現在

(注)1.マ カルー峰登山隊費用

計算書類に対する注記

1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は、総平均法による原価基準を採用して

いる。

(2)固定資産の減価償却について

建物及び什器備品の減価償却は行っていない。

(3)引 当金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の135%に 相当す

る額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には、現金預金、未収会費、仮払金、前受会費及

び預り金を含めている。なお、前期末及び当期末残高は、下

記 3に記載のとおりである。

よ

科 目 金 額

[1]資 産 の 部

1.流 動 資 産

現     金

振 替 貯 金

普 通 預 金

未 収 会 費

仮 払 金 (注 1)

棚 卸 資 産

流動資産合計

2.固 定 資 産

基 本 財 産

貸 付 信 託

基本財産合計

その他固定資産

土    地

建    物

什 器 備 品

敷    金

図書出版研究基金

長期計画積立金

海外登山基金

終身会費積立金

退職給与引当預金

その他固定資産合計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

[2]負 債 の 部

1.流 動 負 債

前 受 会 費

預  り 金

流動負債合計

2.固 定 負 債

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

[3]正 味財産 の部

正 味 財 産

(う ち 基 本 金)

(当期正味財産減少額)

負債及び正味財産合計

103,588

894,321

993,191

3,569,000

11,800,000

3,901,840

21,261,940

337,600,402

6,904,

351,958,

8,000,

25,867,

8,000,000

8,000,000

46,297,170

144,423,000

6,085,232

300,000

4,820,000

24,550,000

89,110,000

8,350,000

5,665,000

329,600,402

151,000

1,088,060

1,239,060

5,665,000

5,665,000

358,862,342

備   考科   目 前 期末残 高 当期末残 高

29,041,446

3,117,000

0

1,991,100

3,569,000

11,800,000

金

費

金

預

会

払

金

収

現

未

仮

32,158,446 17,360,100合  計

151,000

1,088,060

前 受 会 費

預  り  金

1,239,060合  計 1,049,930

319108,516次期繰越収支差額

科   目 取 得 価 格 減価償却累計額 当期末残高

建    物

什 器 備 品

144,423,000

6,085,232

0

0

144,423,000

6,085,232

合  計 150,508,232 150,508,232

科

9,068

893

3,569,000

11,800,000

3,901,840

894,

6,461

638

956,

19,

2,380,

420,

144,423,

(8)

16, 121, 0401



山 602-199507020 (第二種郵便物認可)

言十合

閲覧用テーブル (木製 2台 )

ライティングビューロー 木製

フィルム収納キャビネット

(ス チール製品)

図書カー ド容器 (木製 3段 )

書 棚 (木製 2段 )

16mm映写機16-CL(MO)

東芝パーソナルワープロ

WJ一R70F Ⅱ

木製書架ガラス戸付 (2台 )

シャープ液晶ビジョンー式

世界対応VTR 001 NWV

小型気象ファクシミリ JAX-9
ナショナル冷凍冷蔵庫

NR-041VP 2-H

ナショナル29イ ンチテレビ

TH-29VS35

ナショナルBS付 ビデオ

HV― BS50S

5. 3.20 250,000 山 研

什器 。備品

敷 金

図書出版研究基金(定期預

金 0あ さひ市ヶ谷)

長期計画積立金 (定期預

金。三菱市ヶ谷)

長期計画積立金 (普通預

金・あさひ市ヶ谷)

海外登山基金 (定期預金
0あ さひ市ヶ谷)

終身会費積立金 (定期預

金・あさひ市ヶ谷)

終身会費積立金 (普通預

金・あさひ市ヶ谷)

退職給与引当預金 (定期

預金。あさひ市ヶ谷)

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

[2]負債の部

1.流 動 負 債

前受会費 16名分

預り金 職員に対する

源泉所得税その他

流動負債合計

2.固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

正味財産

注 2)その他固定資産内訳

1建物及

53. 9.

54. 6.

56. 8.

56. 9。

56.12.

61. 5.

62. 3.

62. 9.24

2. 7.19

4.5。 11

4.10.19

5。  3.10

5。  3.20

室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
室

所

書

〃

〃

〃

〃

″

務

書

務

〃

図

　

　

　

　

　

事

図

事

6,085,232

300,000

254,

200,000

500,000

156,000

4,820,

16,550,

8,000,

89,110,

8,170,

180,

5,665,

700,000

587,932

250,000

320,000

280,

89,000

250,
337,600,

財産目録記載外のその他物品リスト (主として受贈益)

1絵画

書庫内移動書架一式コンパックル

応接セットー式 (イ ス テーブル)

358,862,

6,904,

2

53.

53.

(9)

329,600,402

151,000

1,088,060

5,665,000

1,239,

5,665,

351.958。 282

題    名 種類・号数 作 者 名 掲載、保管場所

馬

士

池

の 木

豆  半

徳本峠から穂高連峰

初 冬 の 両 神 山

鳥 (カ ッ ト原 画)

メ ー ル ドグ ラ ス

モ ン ブ ラ ン

カンチェンジュンガ

ユ ン グ フ ラ ウ

涸 沢 よ り北 穂 高

槍 ヶ 岳 初 夏

カンチェンジュンガ

北 穂 高 滝 谷

或 朝 の 槍 ヶ 岳

北 穂 高 主 峰

槍   ヶ  岳

タンボチェの僧院

シェルパニの親子

冬の山 (清 太山)

梓  り|1 秋  色

旧上高地山岳研究所

旧上高地山岳研究所

焼  岳  秋  趣

ナムチャバルワ峰暮色

白 馬  雪  田

上 高 地 秋 景

マ チ ャプ チ ヤ レ

朝      霧

山

白      樺

岳

麓

樺

猿

峠

島

山

の 白代

白

富

田

群

針

伊

油 A-50
油 A-25

油

水 彩 -6
１０

ル

２５

２５

２５

８

４

４

絵

１２

８

１０

８

１０

画

２０

２０

８

６

６

６

絵

１０

１０

絵

１０

絵

グ

グ

グ

ン
　
ン
　
ン

形

　

一

一
　

一
　

チ

チ

チ

赤又
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
ツ
　
ツ

油

墨

油

油

墨

油

墨

エ

エ

エ

油 ―

パ ス テ

油 ―

油 ―

油 一

油 ― P

水 彩 一

水 彩 ―

墨

油 ―

版 画 ―

水 彩 一

版 画 ―

一
　
　
・一へ
一‥

「Ｈ．．
　
一
　
　
一
　
　

二

．

一ノ

・　
．
彩

．

．

油

日

油

油

水

油

油

中村清太郎

茨木猪之吉

中村清太郎

石井 鶴三

茨木猪之吉

茨木猪之吉

石田 吟松

茨木猪之吉

石井 鶴三

恒

恒

吉

男

男

男

俊

夫

霞

男

清

夫

吉

吉

茂

三

敏

敏

正

忠

晩

三

　

英

広

之猪

野

野

藤

藤

田

田

木

原

山

藤

井

智

沼

木

清

清

近

後

松

松

鈴

神

丸

後

武

越

辰

茨

シュラー・ギ
ン トワイ ト

山里 寿男

山里 寿男

中村清太郎

矢崎千代二

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

大町山岳博物館

河口湖町立美術館

談  話  室

図  書  室

図  書  室

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

図  書  室

図  書  室

図  書  室

松本アルプス山岳館

図  書  室

集  会  室

松本アルプス山岳館

室

室

室

室

室

室

会

話

話

会

話

会

集

談

談

集

談

集

室

室

室

室

室

室

会

話

話

会

話

話

集

談

談

集

談

談

室

室

室

室

会

会

会

会

集

集

集

集

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

上高地山岳研究所

金  額種  類 摘 要

刊  行  物

服飾品 。その他

山岳総索引、山岳覆刻版等

クラブタイ、タイ止等

1,379,125

2,522,715

合    計 3,901,840

A 事務所及び図書室

場所 東京都千代田区四番町 5番 4

構造 鉄筋コンクリー ト造、陸屋根、地下 1階付

5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分 103.32ご

宅地持分 1,124.56ゴ ×339/10,000

=38.122584ピ

(図書室)区分所有建物 1階部分 55.22ゴ

宅地持分 1,124.56× 176/10,000

=19.792256髯

計 158.54ゴ 宅地持分 57.91484ゴ 72,720.170

B 上高地山岳研究所

場所 長野県南安曇郡安曇村4469番地 1

構造 鉄筋コンクリート造 (一部木造)1棟
274.09ピ 118,000,000

合 計 190,720,170

格 所 在名 取得年月日

*他の絵画、写真 省略



(第二種郵便物認可)山  602-199507020

編笠山、仙丈岳 8月 26～ 27日

*青年部OB懇談会 (青年)             8月 上旬

*全国集会 (自 然保護)                 9月
*ビールパーティー (集会)              9月 2日

*海外登山報告会 ムスターグ。アタ山群 (青年)   9月 6日

*90周 年ブロック別式典 (東北ブロック)姫 神山 9月 9～ 10日

*探索山行「奥美濃の植物」(科学)      大日ヶ岳 9月
*高所登山研究委員会 (高所)              9月
*海外登山報告会 カンチェンジュンガ峰 (青年)   10月 4日

*写真撮影会 (フ ィルムビデオ)             10月
*小川山岩登り集会 (青年、学生)        小川山 10月
*台湾訪日登山隊合同登山及び歓迎会 (海外)       10月
*カ ナダ山岳会会長来日歓迎会および講演会 (海外)

*イ ベント (集会)                   10月
*第 3回山の本シリーズ (図書)             10月
*支部長会議 (総務)                10月 14日

*創立90周 年記念式典 (総務)   新高輪プリンス 10月 14日

〃   記念フォーラム (総務)   〃    10月 14日

*新入会員懇談会 (総務)              10月 21日

*90周 年ブロック別式典 (北陸ブロック)石川医王山10月 21～ 22日

*講習会 日大チョモランマ登山隊北東稜のタクティクス

(高所登山研究)               11月
*90周 年ブロック別式典 (北海道ブロック)  本L幌 11月 11日

*第24回図書交換会 (図書)               11月
*遭難を防ぐための講演会 (遭難対策)          11月
*加盟校大学山岳部監督会議 (青年、学生)      12月 初旬

*マ ラソン大会 (学生)           皇居 11月 中旬

*冬山講習会 (学生)                12月 上旬

*沼尻スキー下見 (集会)            12月 23～ 24日

*沼尻スキー (集会)              1月 14～ 15日

*90周 年ブロック別式典 (東海ブロック)     1月 20～ 21日

*冬山報告会 (学生)                1月 下旬

*90周 年プロック別式典 (関西ブロック)    1月 27日 ～28日

*海外登山報告会冬季シベリア・ポペータ峰 (青年)  2月 7日

*第 24回山岳史懇談会 (図書)              2月
*映写会 (フ ィルムビデオ)               2月
*写真撮影会 (フ ィルムビデオ)             2月
*支部事務局担当者会議 (総務)         2月 24～ 25日

*ア イスクライミング講習会 (青年、学生)      2月 下旬

*第27回山岳図書を語る夕べ (図書)           3月
*山 スキー講習会 (指導)              3～ 4月

*技術講習会 (指導)                 未定

*オ リエンテーション (総務)            3月 16日

*観察山行 (自 然保護)                未定

*森林部会研究会 (自・然保護)             未定

*プラブーツ突発破壊 4団体協議会            毎月

*対外国、外部団体との交流、親睦会

0 研究会

*高峰登山を展望する海外登山研究会 (高所登山)

*レ スキュー協議会 (遭難対策)

*レ スキュー対策研究会 (青年)

*海外登山について青年対策研究会 (青年)

2月

毎月

11月 1日

12月 6日

|' 講演会シンポジウム

*講演会「スキーカ学のモデル…スキーロボットの実験」(科学)

本会 5月
*第15回 日本登山医学シンポジウムに対する後援 (医療)

6月 9～ 10日

*無線通信と遭難防止 (科学)              11月
*シ ンポジウム (自然保護)               9月
*雪崩ビーコン等講習会 (指導)             未定

*講演会 (資料)                    11月

2.図書

3.フ ィルム・ ビデオ

フィルム 15点  「 マナスルに立つ」他

ビデオ 105本

監 査 報 告

社団法人日本山岳会平成 6年度の収支計算書,正味財産増減計算書 ,

貸借対照表,および財産目録を監査し,正確妥当なことを認めます。

平成 7年 4月 10日

社団法人 日本山岳会   監事  中島 伊平

監事 川崎  巌

日本山岳会平成 7年度事業計画 (案 )

(7.4.1～ 8。 3.31)

1.登山の指導と奨励に必要な集会、研究会、講習会および展覧会

の開催

0 集会
*新入会員歓迎さくらハイク (集会)           4月
*山の自然学現地講座 (自然保護)           年間

都内講座 4回

現地講座13回

実践活動 8件 :上高地インタープリター、木曽駒インタープリター

登山道破壊ウォッチ、ネパール植林、その他
*山岳研究所オープン (資料)              4月
*海外登山報告会 シータ・チュチュラ峰 (青年)   4月 5日

*八甲田スキー (指導)             4月 22～ 24日

*海外登山報告会 タンラ・ツーシュン峰 (青年、学生)

5月 10日

*フ リークライミング集会 (学生)     東京近郊 5月 中旬
*第19回若葉会山行偵察 (集会)         5月 13～ 14日

*通常総会 (総務)         グリーンホテル 5月 20日

*支部長会議 (総務)        グリーンホテル 5月 20日

*リ ーダー討論会 (学生)              5月 下旬

*第 2回古典の道を歩く (図書)      笹子峠 5月 27日

*第 19回若葉会山行 (集会)        守門岳 6月 10日

*第49回 ウエス トン祭 (信濃支部)      上高地 6月 4日

*谷川岳合宿 (青年、学生)             6月 上旬

*写真撮影会 (フ ィルムビデオ)           6月 上旬

*写真交換会 (集会)                6月 27日

*90周 年プロック別式典 (九州プロック)九 重山 6月 17～ 18日

*90周 年プロック別式典 (京都・岐阜プロック)  7月 8～ 9日

*海外登山報告会 マッキンリー (青年、学生)    7月 上旬

*フ ランス国立スキー登山学校との交流 (海外)    7～ 8月

*90周 年ブロック別式典 (中部ブロック)

(10)

種 類 摘 要 冊 数

圭
日
圭
日

和

洋
平成6年度 受入冊数 157冊
平成6年度 受入冊数  55冊

8824冊

3170冊
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64,720,000

16,121,040

oool

5161

1,650,000

△14,987,476

63,070,

31,108,

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収 入 合 計 (B) 80,841,040 94, rT8, 5161 nta, B3?,4?6

雑 収 入 計

7.特定預金取崩収入

3,500, 4,000,000 △ 500,

0
*講演会 (医療)

*講演会「マッキンリー気象観測報告」(科学)

7.海外登山

*マ ッキンリー気象観測隊の派遣

*第 7次海外登山 (ム スターグ。アタ山群)

8。 その他目的を達成するために必要な事業

*山岳図書および 2万 5千分の 1地図整備

*そ の他目的を達成するために必要な事業を行う

(案 )

11月

2月

6月

7～ 8月

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業

*上高地山岳研究所の運用、資料室開設        5～ 10月

*受入れ資料保管

*各博物館美術館との提携強化

*海外遠征の記録、会合、行事等の記録的フィルムのビデオテープ

化による保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

4.自然保護活動の推進

*自然保護活動のミニコミ誌発行

*山の自然保護指導者の養成

5。 機関紙等の発行

*「山岳」90(1995)号 の発行

*会報「山」599～ 610号 の発行

6。 国内および外国山岳団体との連絡、情報交換

*国内関係団体 (日 山協、都岳連、HAT― J、 その他)と の密接

な連絡
*海外登山団体との機関誌の交換および情報誌の購入

収 支 予 算 書
7 3 31日 まで

I収 入 の 部

1.基本財産運用収入

基本財産利息収入

2.会費 。入会金収入

入 会 金 収 入

通 常 会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

会費

3.事 業 収 入

広 告 料 収 入

印 税 収 入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

事 業 収 入 計

4.補 助 金 等 収 入

200, 350, △ 150,000

0

1,000,000

1,000,

1,000,

300,

1,300,

入

入

入

入

息

入

収

収

収

　

ｕ

金

金

金

収

　

収

助

付

付

　

取

補

寄

寄

雑

受

雑

4,500.

46,000,

50,500,

2,500,

20,

1,000,

4,000,

3,000,

10,520,000

0

0

3,000,000

500,000

4,500,

45,000,000

0

49,500,000

1,500,000

20,000

1,000,000

4,000,000

2,700,000

9,220,000

3,500,

500,

(11)

科   目 予 算 額 前年度予算額 増   減 備考

Ⅱ支出の部

1。 事  業  費

出  版  費

図 書 管 理 費

調 査 研 究 費

指  導  費

支 部 関 係 費

海外諸 関係 費

山岳研究所運営費

海外登山補助費

その他 事業 費

印刷・ 製本 費

通 信 運 搬 費

事 業 費 計

2.運営管理費

給 料 ・ 手 当

文具・消耗品費

印刷・ 製本 費

旅費・ 交通 費

通信 0運 搬 費

保  険  料

修  繕  費

租 税 公 課

光 熱 水 料 費

電  話  料

会  議  費

什 器 備 品 費

振 替 手 数 料

支 部 運 営 費

福 利 厚 生 費

事務所 管理 費

その他 管理 費

負  担  金

賃  借  料

雑     費

管 理 費 計

3.固定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

4.特定預金支出

長期計画積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金 支 出計

5。 予 備 費

予  備  費

当期支出合計(C)

1当期収支差額(A)― (C)

1次期繰越収支差額(B)― (C)

10.630,0001

805,0001

2.075,0001

965,0001

4,200,0001

250,000

3,400,000

2,000,000

3,500,000

1,000,000

5,400,000

34,225,000

13,000,000

250,000

3,000,000

1,800,000

1,700,000

430,000

200,000

600,000

720,000

450,000

300,000

200,000

320,000

3,900,000

210,000

803,000

2,550,000

135,000

3,600,000

700,000

34,868,000

0

0

3,000,000

0

3,000,000

1,500,000

12,313,000

805,000

2,139,000

965,000

4,000,000

250,000

3,000,000

2,000,000

3,000,000

1,000.000

5,400,000

34,872,000

12,700.0001

250,0001

1,500.0001

1,800,0001

1,600,0001

430,000

200,000

600,000

500,000

400,000

300,000

350,000

300,000

3,500,000

180,000

750,000

2,300,000

135,000

0

600,000

28,395,000

0

0

3,000,000

1,000,000

4,000,000

1,500,000

△1,683,000

0

△   64,000

0

200,000

0

400,000

0

500,000

0

0

△  647,000

300,0001

0

1,500,000

0

100,000

0

0

0

220,000

50,000

0

△  150,000

20,000

400,000

30,000

53,000

250,000

0

3,600,000

100,000

6,473,000

0

△1,000,000

△1,000,000

0

73,593,000 68,767,000 4,826,000

△8,873,000 △5,697,000 △3,176,000

7,248,040 25,411,516 △18,163,476

科   目 予 算 額 前年度 増  減

△ 500,

84

0

0
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新

第 6条 本会の会員は次の通りとする。

1.通常会員 本会の目的に賛同じ、本会の定める入会金20,000円

および下記の年会費を納める個人または団体。    12,000円
尚満25歳以下の入会者に限り入会金を免除する。

但し、婚姻関係にある者が共に通常会員の場合に限り、申し出に

より、いずれか 1名の年会費を減額し、下記の通りとする。

8,000円

2.終身会員 本会に入会後10か年以上在籍せる個人会員にして、所

定の終身会費を納めた者。

但し終身会費は次の通りとする。

入会後 10年以上在籍せる者          300,000円
20年以上在籍せる者          220,000円
30年以上在籍せる者          150,000円
40年以上在籍する者           60,000円

付則

この定款の一部変更は平成 8年 4月 1日 より実施するものとする。

1日

第 6条 本会の会員は、次の通りとする。

1。 通常会員 本会の目的に賛同じ、本会の定める入会金15,000円

および下記の年会費を納める個人または団体。

東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県に在住する者   10,000円
上記以外に在住する者               9,000円
但し、婚姻関係にある者が共に通常会員の場合に限り、申し出に

より、いずれか 1名の年会費を減額し、下記の通りとする。

東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県に在住する者   7,000円
上記以外に在住する者               6,000円

2.終身会員 本会に入会後10か年以上在籍せる個人会員にて、所定

の終身会費を納めた者。

但し終身会費は次の通りとする。

入会後 10年以上在籍せる者           250.000円
20年以上在籍せる者           180,000円
30年以上在籍せる者           120,000円
40年以上在籍せる者            50,000円

定 款 の 新 旧 対 照 表

社 団 法 人 日 本 山 岳 会 細 則

第12条

第13条

第14条

第15条

第16条

第17条

第18条

第19条

第20条

第21条

第22条

本会は新たに入会する者に対し、入会に関する所定の手続

きの完了と同時に会員章および略章を交付する。但し紛失

等の理由により会員に対し再交付する場合は実費を徴収す

るものとする。

会員は本会が開催する総会、小集会、年次晩餐会等その他

重要な行事にはなるべく会員章または略章を着用して出席

するものとする。

死亡以外の理由によって会員たる資格を失った場合はただ

ちに会員章、略章を本会に返付するものとする。

主事、書記等の職員は、理事会が定めた職務規定、経理規

定、その他の諸規定および本会運営に関する内規等に基づ

き担当理事の指示に従い、本会の運営に関する日常の事項

および会計事務を処理するものとする。

会員は会務に必要な場合を除き、会の重要な備品を使用し

たり、あるいは持ち出してはならない。

会員および会員以外の者が本会施設に来訪する場合は、到

着と共に備付けの名簿にその氏名を記入しなければならな

い。

理事会の許可を得ないで本会内で次の行為をしてはならな

い。

1.掲示、広告、展示等  2.集 会、商行為等

本会は特別の事情ある場合、会員から寄付金を募集するこ

とができる。

定款第 5条による支部の規定は、支部ごとに定め、理事会

の承認を得るものとする。

本会の休室日は、年末年始 1週 間 (12月 29日 ～ 1月 5

日)、 夏期 8月 15日 を中心とする 1週間および、日曜・祝

祭日ならびに本会の創立記念日 (10月 14日 )とする。

但し、創立記念日が日曜日にあたる場合は、その翌日を創

立記念日として休室する。

本会の開室、閉室時間を次の通り定める。

毎週、月、火、木、土曜日は午前10時 より午後 8時迄と

し、水、金曜日は午後 1時より8時迄とする。

この細則の改廃は予め評議員会の意見を聞き、理事会およ

び総会の議決によって定めるものとする。

昭和47年 11月 11日  制定

昭和61年 5月 16日一部改定

平成 3年 5月 18日  改定

この細則は定款第 49条に基づき本会運営上に必要な事項

を定める。

本会業務処理のため、理事会の議を経て、下記の内容を骨

子とする委員会をおくことができる。

理事会のライン部門としての日常業務を担当する委員会

理事会のスタッフ部門としての専門委員会

部会的活動をする部門を運営するための委員会

委員会の構成については次の通りとする。

委員会担当理事は会長が委嘱する。

各委員会の委員は担当理事の推薦により会長が委嘱する。

委員会は必要に応じ委員長を置くことができる。

委員長は委員会の互選により選任し、委員会の座長として

会議の取り纏めを行う。

委員の任期は 2年 として再任は妨げない。但し委員長の任

期は原則として再任迄とする。

委員会における重要な決議事項および予算外の支出を必要

とする事項は、理事会の承認を経なければならない。

委員会担当理事は、その担当事項に関する翌年度の予算を

毎年 1月 末迄に理事会に提出しなければな らない。

定款第14条による理事および監事の選挙は、その候補者を

評議員会が推薦するものとする。

定款第14条による会長および副会長の選挙は、その候補者

を評議員会が推薦するものとする。

役員および評議員はすべて無報酬とする。但し職務のため

に要した実費は支給を受けることができる。

会費の納入は原則として毎年 4月 に本会から送付される請

求書に基づき納付するものとする。

支部所属会員が当年度会費をその年度内に納付 した場合

は、当該会費のうち支部運営費として一人当たり1500円 を

支部に還付する。

但し終身会費を納付した場合は当該納付終身会費の10%と

する。

第 1条

第 2条

1)

2)

3)

第 3条

1.

2.

3.

4.

第 4条

第 5条

第 6条

第 7条

第 8条

第 9条

第10条

第11条

(12)

付 則
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期は原則として再任までとする。

第12条

1。 本会に入会を希望する者は、入会後満 2年以上を経た会員

2名の紹介を必要とする。

2.紹介者のうち1名は、原則として本会役員、評議員、支部

長、またはこれらの経験者であることを必要とする。

3.本会は新たに入会する者に対し、入会に関する所定の手続

きの完了と同時に、会員章および略章を交付する。但し紛

失等の理由により会員に対し再交付する場合は、実費を徴

収するものとする。

①活発な支部活動に対して、重点的に財政支援が行える方式を考える。

②支部担当の副会長を指定する一方、各支部においても本部担当者 (た と

えば事務局長)を定め、定期的に議事録の交換や連絡を行う。

③自然保護委員会におけるように、各地域担当委員と支部側委員を定め、

定期的に連絡や人的交流を図るのは極め御 である。今後は委員会や

各種グループにおいても、このような体制のとられるのが望ましい。

(5)ヨ壁塾会提週め変更、

委員会は本会の会務の運営や実践研究活動を円滑に推進するための組

織であり、担当理事のもと、有効に運営されなくてはならない。

近年委員会の中には委員の固定化や委員数の必要以上の増大などのた

め、運営機能が十分に発揮されないケースも見られるようになってきたく

この際、細則の第2～ 4条を月1採氏のように変更し、適正な規模の数の委

員が活発に討議を重ねることにより、有効な実績を上げることを期待す

る。変更の主要点は下の通りである。

①委員会は会務運営的な委員会群と、実践研究的な委員会群に大別し、各

各に担当副会長を配する。スタッフ部門としての専門委員会は廃止する(

②委員は原則として、入会後満2年以上を経た会員の中から担当理事が推

薦し、会長が委嘱する。

C委員の定数1認∝乙程度とする。

④委員会によっては担当理事が委員長や若干名の常任委員を選出し委員会

運営にあたる。

C委員の任期は2年とし、再任は妨げないが原則として再 任々は行わないく

なお、委員はできる限り1委員会だけに係わることとし、やむを得ない

場合でも二つの委員会までに止める。委員会には各種協力的委員を設け

ることができる。これら協力的委員に任期はないが、委員会の決定には

参画しない。協力的委員として、当委員会に関与し協力する新入会員や

協力者などの協力委量、支部在席の立墨委員、指導を期待する盤基委量、

顧間的な存在の生四委員などが考えられる。

(6)各種∠麦二五

会員の積極的な活動を促進する上で、委員会活動を支える部会とか、

研究会あるいは各種同好会などグループが多数設立されるのは極めて望

ましい。

これらのグループはいずれもJACの趣旨に即したものである上、一

般会員のサービスでもある活動なので、ルームの利用なども認められる(

ただし本会の名で活動が行われる以上、予め責任者を定め、理事会の承

認を得ておく必要がある。ただしあまり大規模になるとかえって機能が

十分に発揮されなくなるおそれもあるので、スケッチクラブに対しサン

燦クラブが誕生したように、第 2、 第3の同好会が設立されるのも望ま

しいことである。

部会や研究会は委員会や複数の委員会の実践活動を担当するグループ

で部会長は委員力寸旦当し、通信費など必要経費の一部は委員会への申出

により援助を受けられるものとする。

部会、研究会として、遠征部会、中高年部会、青年部会、海外トレッ

キング部会、自然学研究会、登山史研究会などが考えられる。

(7)委員会組織に⊇壼【

委員会の統廃合や名称の変更など、組織の改革は直ちに行わず、今後

2年間の試行期間を通じ、各委員会の自助努力により、推進していくも

のとする。その際、①活動内容がJACの会務に相応しく前向きである

かどうか、②原則として月1回程度の委員会を開き、委員数や委員の出

席率はどうであったか、③委員会予算は適正に使用されたか、などの検

討が行われることを期待したい。

第 4条

(社 )日 本 山 岳 会 組 織 の 見 直 し に つ い て (案 )

本会業務処理のため、理事会の議を経て、会務運営的な委

員会と、実践研究的な委員会をおくことができる。

委員会の構成については次の通りとする。

委員会担当理事は会長が委嘱する。

各委員会の委員は原則として、入会後満 2年以上を経た会

員のうちから、担当理事が推薦し、会長が委嘱する。

委員の定数は20名程度までとする。

委員会運営のため、担当理事は委員長や若干名の常任委員

を選出することができる。

委員の任期は2年とし、再任は妨げない。ただし委員の任

細 則 改 定 (案 )

第 2条

第 3条

1

2

1995. 03. 02

日本山岳会は我が国で最初に設立された山岳会であり、国を代表する

山岳会の一つとして、自由で文化的なクラブライフを享受しながら、今

日まで発展を続けてきた。しかし最近会員数が増加してきたため、

①会員相互はもとより、本部と各支部や各委員会乃至これら相互の連絡さ

えも密とはいえない状態になってきている。

②会員構成面では、若年層会員が減少しつつあると共に、中高年層初心者

会員が二部増えてきている。

③世界の高峰が登り尽くされた現在、登攀方法が多様化し、季節を問わな

いヴァ哄エーションルートの他、アルパインクライミングやフリークラ

イミング、あるいはアルペンスキーやスノーボードなど様々な自由度を

もってきた上、文化面に於いても、登山資料や自然に対し特別な関心を

抱く会員が増えてきている。これらの多様な会員の各々に対し、日本山

岳会が意義のある存在であるためには、下記のような目標を掲|六 組織

の見直しを行うべき時期にきていると考えられる。

i)本 部、各支部、各委員会相互の連絡の強化

五)若 年層会員の増加策

五)会 員の自主的活動の場の拡大

(1)△会制度

保険金負担額の軽減など図るため、会員数の大きい拡大を目指す考え

も提起されたが、今回の見直しでは数の増大よりも、質の充実を優先さ

せたほうがよいと考えられる。無制限に会員を急増したのでは、良き伝統

が失われる他、JACの体質まで変えてしまうおそれがあるからである。

会員の入会制度は現在2名紹介者制であるが、問題はこの市1膠Eが多分

に形骸化していて、このままでは良い会員を集め難い点にある。このた

め2名紹介者制は残すが、次の2つの制限を設けることとする。

C紹介者はいずれも入会後2年以上経過した者とし、うち1名は本会役員、

評議員、支部長、またはこれらの経験者とする。

②第2紹介者も入会希望者に対し、できれば面接または手紙により、JA
Cの説明と会員としての期待の気持ちを伝えるものとする。(こ の際の

説明内容は、「入会の栞」として別途成文化するが、その際会員の多様

化に対応して、登山歴や行動意欲の他、文化的に高い関心を持つことな

ども評価される。)

(2)受益童負担の原則

会務上行われる合宿や集会では必要経費の一部が支出されるが、懇親

会的会合や同好会的活動では原則として受益者負担とし、予算的にサー

ビス活動力滞11約を受けないよう配慮する。

①講師の謝礼やチャーターバス代なども原則的に受益者負担とする。

②ただし、本会はボランティア活動によるのが本来の姿であるから、営利

は考えず、会員からの徴収は必要最低限に止める。

③JAC主催の山行では、同好会的山行であっても、参加者は保険加入を

行う。(参加費に保険費を組み込んでおく)

④遠征、冬期合宿、スキーツアー等、多少とも危険が予測される山行では、

捜索費の支出される保険への加入を義務づける。

(3)董生層対策

①満25歳以下の入会者については、入会金を免除する。

②大学山岳部出身者だけでなく、ワンゲル部員や社会人山岳会員等にも積

極的に接触して入会の誘致を行う。

③関連委員会は、積極的に遠征や登山を実践し、若年層が入会意欲を感ず

るのが望ましい。同時に、そのような活動の行い易い委員会組織を構成

する必要があろう。

(4)支酬 策

(13)
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東

西

南

北

冒 冒
午+糾・lψ

内 卿

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、
俳
句
、
短
歌
、

詩
な
ど
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。

（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
点
に
つ
き
二
ｏ
ｏ
字
詰
原
稿
用
紙
五
～
七
枚
以
内

で
お
願
い
し
ま
す
）

カット 中村あや

未
踏
の
北
東
稜
か
ら

エ
ペ
レ
ス
ト
登
頂
Ｈ

日
本
大
学
エ
ペ
レ
ス
ト
登
山
隊

隊
長
・
神
崎
忠
男

日
本
大
学
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
は
、
日
大

山
岳
部
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と

し
て
計
画
さ
れ
た
。
大
学
山
岳
部
ら
し
い
登

山
が
し
た
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、　
一
九
八

六
年
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
の
経
験
が
生
か

さ
れ
れ
ば
と
、
北
東
稜
ル
ー
ト
か
ら
の
登
頂

を
選
ん
だ
。
過
去
八
隊
の
記
録
を
見
て
も
か

な
り
の
困
難
が
予
想
さ
れ
た
が
、
困
難
も
登

山
の
魅
力
と
考
え
て
計
画
を
立
案
し
た
。

北
東
稜
を
登
り
切
る
た
め
に
、　
一
九
九
四

年
六
月
に
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
登
山
、
同
年
九
月

に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
チ
ョ
・
オ
ュ
ー
峰

（八
二

〇

一
メ
ー
ト
ル
）
を
登
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
登

山
を
行

っ
た
。
さ
ら
に
、
安
全
登
山
を
考
え
、

北
東
稜
で
の
酸
素
の
使
用
、
シ
ェ
ル
パ
の
協

力
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
。
そ
し
て
、
日

大
山
岳
部
（体
育
会
系
）、
桜
門
山
岳
会

（０

Ｂ
会
）
の
メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
、
医
学
部
、

理
工
学
部
な
ど
各
学
部
の
山
岳
部
に
も
呼
び

か
け
、
よ
り
強
力
な
オ
ー
ル
日
大
隊
が
編
成

さ
れ
た
。

ま
た
、
総
合
大
学
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、

学
内
か
ら
の
学
術
隊
員
の
参
加
を
計
画
、
高

所
医
学
は
も
と
よ
り
、
高
度
と
放
射
線
の
被

曝
量
の
関
係
、
気
象
衛
星

「
ノ
ア
」
を
使

っ

た
気
象
観
測
と
天
気
予
報
、
高
地
に
お
け
る

建
築
事
情
、
学
術
隊
員
を
北
京
大
学
か
ら
迎

え
て
日
中
合
同
の
地
質
、
氷
河
の
研
究
、
環

境
学
に
結
ん
で
の
自
然
保
護
、
ゴ
ミ
を
含
ん

だ
汚
染
対
策
な
ど
六
名
の
学
術
隊
員
が
参
加

し
た
。

二
月
二
十

一
日
、
古
野
登
攀
隊
長
他
八
名

の
隊
員
が
日
本
を
出
発
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
南

側
の
暖
か
い
ク
ン
ブ
地
域
の
五
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
付
近
で
高
所
順
応
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
登
山

を
実
施
。
二
月
二
十
三
日
に
北
側
に
移
動
し

て
、
中
国
、
チ
ベ
ッ
ト
側
に
Ｂ
Ｃ
を
建
設
。

未
踏
の
ル
ー
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
フ
ィ

ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
は
じ
め
登
攀
用
具
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、

共
同
通
信
社
の
取
材
機
器
な
ど
約

一
ｏ
ト
ン

の
荷
物
を
ヤ
ク
を
使

っ
て
上
げ
、
前
進
基
地

を
建
設
。
四
月
九
日
、
北
東
稜
の
末
端
に
取

り
付
き
、
登
攀
が
開
始
さ
れ
た
。

四
月
十
四
日
、
Ｃ
４

（七

一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
）
を
建
設
、
さ
ら
に
Ｃ
５
の
キ
ャ
ン
プ
予

定
地
を
確
認
し
、
Ｂ
Ｃ

へ
下
り
休
養
を
と
っ

た
。
四
月
二
十
五
日
、
Ｃ
５

（七
八
五
〇
メ

ー
ト
ル
）
を
建
設
、
い
よ
い
よ
難
所
の
ピ
ナ

ク
ル
帯
の
ル
ー
ト
エ
作
に
出
る
。
工
作
隊
か

ら
の
無
線
連
絡
で
は
、
岩
は
順
層
で
そ
れ
ほ

ど
難
し
い
こ
と
は
な
く
、
雪
の
つ
き
具
合
な

ど
ス
テ
ッ
プ
に
嫌
ら
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

慎
重
に
行
け
ば
問
題
は
な
い
と
の
こ
と
。
天

候
の
変
化
、
酸
素
の
使
用
な
ど
下
か
ら
の
注

意
に
促
さ
れ
な
が
ら
工
作
隊
は
前
進
。
Ｃ
６

の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
北
稜
と
の
合
流
点
に

確
認
し
、
次
の
ア
タ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
、

全
員
が
Ｂ
Ｃ

へ
下
山
し
て
休
養
を
と
っ
た
。

五
月
二
日
、
古
野
、
井
本
の
二
名
の
ア
タ

ッ
ク
メ
ン
バ
ー
が
発
表
さ
れ
、
五
月
六
日
、

Ｂ
Ｃ
を
出
発
。
五
月
九
日
、
順
調
に
Ｃ
６
を

建
設
。
五
月
十
日
い
よ
い
よ
最
終
キ
ャ
ン
プ

Ｃ
７
（八
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
）を
第

一
ス
テ
ッ

プ
の
基
部
に
建
設
。
ア
タ
ッ
ク
態
勢
を
整
え

た
が
、
ア
メ
リ
カ
隊
か
ら
第
ニ
ス
テ
ッ
プ
の

中
国
が
か
け
た
梯
子
が
な
い
と
の
未
確
認
情

報
が
流
れ
、
早
速
、
偵
察
を
出
し
た
。
梯
子

は
あ
る
も
の
の
壊
れ
て
い
た
の
で
シ
ェ
ル
パ

の
手
で
修
復
さ
せ
た
。

翌
十

一
日
は
予
想
し
て
い
た
と
お
り
の
快

晴
、
ネ
パ
ー
ル
時
間
の
朝
四
時
に
ア
タ
ッ
ク

メ
ン
バ
ー
が
Ｃ
７
の
天
幕
を
出
発
。
Ｂ
Ｃ
、

Ａ
Ｂ
Ｃ
に
も
緊
張
し
た
空
気
が
流
れ
、
ア

タ
ッ
ク
隊
の
行
動
を
追
い
か
け
る
が
、
予
想

以
上
の
早
い
ペ
ー
ス
に

「焦
る
な
…
…
」
と

言
い
た
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
午
前
六
時
十
五
分

（日
本
時
間
午
前
十
時
）

「頂
上
に
着
き
ま

し
た
…
…
」
と
い
う
井
本
隊
員
の
第

一
声
が

入

っ
て
き
た
。
も
う
少
し
頂
上
ま
で
は
時
間

が
か
か
る
も
の
と
Ｂ
Ｃ
の
誰
も
が
判
断
し
て

い
た
の
で
、　
一
瞬
、
シ
ー
ン
と
し
た
空
気
が

流
れ
た
が
、
私
は
慌
て
て

「お
め
で
と
う
ご
　
＞

ざ
い
ま
す
」
と
言
い
、
す
ぐ
全
員
が
ワ
ァ
…
　
１４

と
歓
声
を
あ
げ
、
登
頂
成
功
の
実
感
に
感
動

＜

し
た
。
登
頂
隊
は
約

一
時
間
ほ
ど
頂
上
に
滞

在
し
て
、
登
路
の
北
東
稜
を
下
り
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

ま
で
帰
り
着
い
た
。

見
果
て
ぬ
夢
・
バ
ミ
ー
ル
の
高
地

青
木
　
昇

そ
れ
は
大
正
八
年
頃
、
中
学
二
年
の
地
理

の
時
間
で
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
屋
根
は

「パ

ミ
ー
ル
高
原
」
と
い
う
人
跡
未
踏
の
地
で
あ

る
と
教
わ
り
、
そ
れ
以
来
こ
の
地
名
は
、
少

年
筆
者
の
脳
裏
に
深
い
感
動
と
憧
憬
を
与
え

た
。
長
ず
る
に
従
い
、
い
わ
ゆ
る
深
山
幽
谷
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を
探
り
山
に
登
る
喜
び
を
知
り
、
実
践
を
重

ね
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
入
会
。
四
季
を
通
じ
ま
す
ま
す

登
山
に
打
ち
込
ん
で
い
っ
た
が
、
い
つ
の
日

に
か
こ
の
パ
ミ
ー
ル
の
中
核
に
足
を
踏
み
入

れ
た
い
と
切
望
す
る
に
至

っ
た
。

た
だ
願
望
す
る
だ
け
で
は
成
就
は
し
な
い
。

ま
ず
親
し
い
有
力
な
登
山
人
に
話
し
か
け
て

み
た
。
皆
本
会
の
古
い
会
員
た
ち
だ
。
佐
藤

信
彦
氏

（佐
藤
テ
ル
さ
ん
の
亡
夫
君
）
、
松

方
三
郎
氏
、
藤
島
敏
男
氏
、
村
尾
金
二
氏
、

近
藤
恒
雄
氏
な
ど
。

手
応
え
あ
る
反
応
は
村
尾
氏
か
ら
き
た
。

彼
は
平
地
で
は
瓢
々
と
し
て
何
か
頼
り
な
い

よ
う
に
見
え
る
が
、
山
に
入
る
と

一
変
す
る
。

未
知
の
山
や
ル
ー
ト
で
危
険
や
困
難
に
出
会

う
と
、
別
人
の
ご
と
く
頼
も
し
い
。
危
な
い

グ
ラ
ー
ト
や
リ

ッ
ジ
で
の
身
の
こ
な
し
も
な

か
な
か
よ
い
。
よ
し
、
ペ
ン
ち
ゃ
ん

（山
仲

間
の
愛
称
）
と
組
も
う
。
彼
と
二
人
で
、
そ

れ
に
現
地
で
シ
ェ
ル
パ
兼
ポ
ー
タ
ー
数
名
、

合
計
五
人
く
ら
い
の
小
規
模
パ
ー
テ
ィ
ー
で

余
り
金
は
か
け
ら
れ
な
い
が
、
日
時
を
十
分

に
と
り
、
内
容
的
に
実
り
あ
る
民
俗
的
人
文

味
も
入
れ
た
探
索
的
漂
泊
的
な
楽
し
い
個
人

有
志
の
山
行
と
し
て
や
ろ
う
と
決
意
し
た
。

時
に
昭
和
十
四
年

（
一
九
二
九
年
）
筆
者
三

十
四
歳
の
頃
で
あ

っ
た
。

わ
が
国
で
は

一
般
に

「
パ
ミ
ー
ル
高
原
」

の
名
で
通

っ
て
い
る
が
、
地
図
を
見
れ
ば
分

か
る
よ
う
に
と
ん
で
も
な
い
間
違
い
で
、
こ

の
地
に
は
七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
五
峰
、
六

先
月
の
コ
ラ
ム
で
ふ
れ
た
、
世
界
で
初

め
て
の
、
エ
ベ
レ
ス
ト
女
性
サ
ミ
ッ
タ
ー

た
ち
の
集
ま
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。
六
月

二
十
四
日
、

「
エ
ベ
レ
ス
ト

・
ウ
イ
メ
ン

ズ

●
サ
ミ
ッ
ト
」
が
東
京
で
開
か
れ
、　
一

九
七
五
年
五
月
、
十

一
日
間
の
差
で
南
北

か
ら
女
性
初
登
頂
を
実
現
し
た
田
部
井
淳

子
、
中
国
の
パ
ン
ド
ゥ
以
下
各
国
か
ら
十

人
の
サ
ミ
ッ
タ
ー
が
集
ま

っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
来
日
か
ら
離

日
ま
で
彼
女
た
ち
の
周
辺
に
い
て
話
を
し

た
立
場
か
ら
振
り
返

っ
て
、
聴
衆
も
熱
心

だ

っ
た
が
、
登
頂
者
た
ち
自
身
の
熱

っ
ぽ

さ
が
印
象
的
だ

っ
た
。
互
い
に
名
だ
け
を

知

っ
て
い
た

〃
エ
ベ
レ
ス
ト
の
同
志
〃
と

出
会

っ
て
話
を
す
る
た
め
に
や

っ
て
来
た
、

と
い
う
感
じ
で
、
時
間
は
あ

っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
去

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

十
人
の
女
性

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
者
た
ち

は
い
ず
れ
も
行
動
的
で
魅
力
的
だ

っ
た
が
、

中
で
も
、
リ
デ
ィ
ア

ｏ
ブ
レ
デ
イ
（三
三
）

の
明
る
さ
、
屈
託
の
無
さ
が
目
立

っ
た
。

一
九
八
八
年
五
月
、

「無
許
可
で
」
南

東
稜
か
ら
無
酸
素
登
頂
し
て
し
ま
っ
た
顛

末
に
つ
い
て
は
、
さ
る
二
月
号
の
こ
の
欄

で
紹
介
し
た
が
、
会

っ
て
み
て
自
分
を
飾

る
こ
と
も
、
偽
る
こ
と
も
で
き
な
い
タ
イ

プ
の
人
間
、
と
の
印
象
を
受
け
た
。

「
ル
ー
ル
違
反
を
し
た
こ
と
に
は
、
ネ
パ
ー

ル
政
府
に
お
詫
び
し
た
い
」
と
ブ
レ
デ
イ

は
強
調
し
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
女
性
、
ア
リ

ソ
ン
・
ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ス
が
、
さ
る
五
月

北
稜
か
ら

「無
酸
素
」
登
頂
し
、
そ
れ
が

「女
性
初
の
無
酸
素
」
と
報
道
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
内
で
再

び
、
質
問
を
受
け
る
ハ
メ
に
な
っ
た
、
と

言
っ
て
笑
う
。
彼
女
は
、
許
可
を
得
て
い

な
い
通
常
ル
ー
ト
か
ら
登

っ
て
し
ま
っ
た

た
め
に
、
登
頂
に
つ
い
て
は
、
慎
ま
し
や

か
に
し
て
い
た
い
よ
う
だ
が
、
質
問
に
は

何
で
も
答
え
た
。

サ
ウ
ス
・
コ
ル
で
ス
ペ
イ
ン
隊
の
四
人

と
シ
ェ
ル
パ
の
ア
ン
・
リ
タ
と
出
会

っ
た

時
、
五
度
目
の
無
酸
素
登
頂
を
前
に
し
た

ア
ン
・
リ
タ
の
余
裕
が
際
立

っ
て
い
た
、

と
語
る
。

「隊
員
た
ち
が
酸
素

マ
ス
ク
を
つ
け
る
の

を
、
彼
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
突

っ
込
ん

で
悠
然
と
見
守

っ
て
い
た
。
私
は
、
は
じ

め
の
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
大
丈
夫
だ

っ
た

け
ど
、
そ
の
後
、
ば
て
て
し
ま
っ
て
」

た
だ
し
、
南
稜
に
立

っ
た
時
、
登
頂
は

確
信
し
た
と
い
う
。
腕
時
計
が
い
つ
の
間

に
な
く
な

っ
て
い
て
、
時
間
の
概
念
は
あ

ま
り
な
か

っ
た
。

「凍
傷
を
恐
れ
て
、
普
段
、
時
計
は
腕
に

は
し
な
い
で
、
胸
ポ
ケ

ッ
ト
に
し
ま

っ
て

お
く
ん
で
す
が
、
何
か
の
拍
子
に
そ
こ
か

ら
落
ち
て
し
ま

っ
た
ら
し
い
」

八
七
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
所
で
登
頂
し
て

下
り
て
く
る
ス
ペ
イ
ン
隊

の

一
行
と
出

会

っ
た
。
登
頂
し
て
も
、
難
所
の
下
山
の

こ
と
を
考
え
て
喜
び
の
感
情
は
湧
か
な

か

っ
た
。

「南
峰
ま
で
下
り
て
、
は
じ
め

て
、
や

っ
た
―
と
思

っ
た
」

闇
の
中
を
サ
ウ
ス
コ
ル
の
テ
ン
ト
ま
で

た
ど
り
着
き
、
そ
の
夜
は

「素
晴
ら
し
く

よ
く
眠

っ
た
」
そ
う
で
あ
る
。
酸
素
な
し

に
、
平
和
に
眠
れ
る
の
だ
か
ら
、
よ
ほ
ど

強
い
の
だ
ろ
う
。

一
九
六
ｏ
年
の
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
隊
の
時

は

「女
は
六
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
」
と

言
わ
れ
、
く
や
し
さ
に
歯
が
み
し
た
と
い

う
パ
ン
ド
ゥ
、
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
る
こ
と
に
闘
志
を
燃
や
す
イ
ン
ド
の

バ
チ

ェ
ン
ド
リ

・
パ
ル
、
儒
教
思
想
の
影

響
で
女
性
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
理
解
は
ま
だ

低
い
、
と
言
い
切
る
韓
国
の
ジ

ｏ
ヒ

ュ
ン

オ
ク
。

エ
ベ
レ
ス
ト
で
ア
ジ
ア
の
女
性
た
ち
の

活
躍
は
め
ざ
ま
し
い
が
、
ブ
レ
デ
ィ
の
よ

う
な
女
性
が
そ
の
中
に
ま
じ
る
の
が
、
ま

た
よ
か

っ
た
。

「サミツト」の
印象

江本嘉伸

(15)
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轟
轟

俳
句

轟
難
難
鐵騨灘
灘
難
灘
眼轍
灘
灘
難
灘
鰯

ヒ
マ
ラ
ヤ
紀
行

・
二
十
句

北
海
道
支
部
　
末
岡
　
睦

霧
の
よ
る
木
立
は
シ
ヴ
ア
の
住
み
家
な
る

孔
雀
現
れ
ぬ
ヒ
ン
ド
ウ
寺
院
の
枯
葎

ぼ
て
ば
て
と
毛
皮
着
ぶ
く
れ
西
蔵
境

雪
し
ま
き
タ
ル
チ
ヨ
ー

一
綾
炎
え
て
お
り

ラ
リ
ー
グ
ラ
ス
き
ら
き
ら
氷
の
玉
連
ら
ね

薪
の
背
顔
見
せ
ざ
る
も
少
女
ら
し

霧
籠
め
の
火
葬
場
ヤ
ク
の
鈴
が
行
く

淡
雪
積
も
る
獣
骨
散
ら
ば
る
峠
道

大
夕
焼
チ
ヤ
パ
テ
イ
を
焼
く
手
暗
が
り

ヤ
ク
つ
ぎ
つ
ぎ
夕
焼
を
背
に
降
り
来
る

迷
い
込
ん
だ
悪
魔
鎮
ま
る
氷
塔
群

夜
の
氷
河
怖
し
な
つ
か
し
雪
男

シ
エ
ル
パ
ソ
ン
グ
遣
瀬
な
き
程
焚
火
燃
ゆ

カ
リ
ガ
ン
ダ
キ
つ
ら
ぬ
く
鷹
に
朝
日
散
る

チ
ヨ
モ
ラ
ン
マ
凍
る
中
国
の
空
も
凍
る

欄
骸
ま
ん
だ
ら
マ
ナ
ス
ル
背
負
う
寒
の
寺

壁
面
埋
め
る
エ
ロ
ス
群
像
冴
え
返
る

劫
火
の
焔
冷
ま
じ
河
岸
に
人
を
焼
く

死
屍
の
岸
永
遠
に
と
ま
れ
る
寒
鵜

雪
豹
な
ど
シ
エ
ル
パ
と
語
る
国
の
こ
と

（葦
牙
無
鑑
査
同
人
）

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
十
峰
前
後
の
峻
嶺
が
ひ

し
め
き
合
い
、
世
界
最
大
の
氷
河
を
含
む
幾

多
の
氷
河
峡
谷
、
そ
の
間
に
点
在
す
る
高
地

と
湖
、
そ
し
て
い
く
つ
か
の
隔
絶
さ
れ
た
現

地
民
だ
け
の
小
集
落
。
北
は
天
山
山
脈
、
東

南
に
か
け
て
昆
奇
、
カ
ラ
コ
ル
ム
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
、
南
西
に
か
け
て
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ

山
脈
に
囲
ま
れ
た
、
文
字
通
り
大
陸
の
屋
根
、

分
水
嶺
と
い
え
る
。
筆
者
は

「パ
ミ
ー
ル
高

地
」
の
呼
称
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
が
、
こ

の
方
面
に
詳
し
い
田
村
俊
介
氏
は
著
書
の
中

で

「パ
ミ
ー
ル
」
を
提
言
さ
れ
て
い
る
。

地
名
と
い
え
ば
、
ソ
連
最
高
峰
と
は
い
え

昔
か
ら
の
由
来
あ
る
タ
ジ
ッ
ク
地
方
の
原
名

を
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
峰
、
レ
ー
ニ
ン
峰
な
ど

と
の
改
名
は
遺
憾
千
万
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
準
備
開
始
で
あ
る
が
、
ま
ず
ソ

連
領
内
へ
の
入
国
許
可
獲
得
問
題
に
手
を
付

け
て
間
も
な
く
、
私
が
仕
事
の
関
係
で
昭
和

十
六
年
東
京
を
離
れ
地
方
在
住
と
な
り
、
次

い
で
太
平
洋
戦
争
勃
発
。
ま
た
村
尾
氏
は
少

し
で
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
近
付
き
た
い

一
念
か
ら

軍
関
係
の
南
方
任
務
に
自
ら
進
ん
で
転
出
、

な
ど
の
こ
と
が
あ
り
、
肝
心
の
パ
ミ
ー
ル
山

地
入
国
問
題
は
棚
上
げ
の
態
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
二
年
、
十
七
年
ぶ
り
に
私
は
東

京
本
社
に
復
帰
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
も
顔
を
出
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
麻
布
台
の
ソ
連
大
使
館
に

も
村
尾
氏
共
々
足
を
運
び
、
再
び
パ
ミ
ー
ル

山
地
入
国
問
題
に
振
出
し
か
ら
手
を
付
け
た

が
見
込
み
は
全
く
立
た
な
い
。
そ
の
頃
、
田
村

俊
介
氏
が
商
社
員
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
駐
在

し
て
い
る
の
を
知
り
、
同
氏
に
手
紙
を
出
し

て
ソ
連
中
央
部
の
様
子
を
調
べ
て
も
ら
っ
た

し
か
し
ソ
連
の
岳
連
も
行
政
府
も
、
全
て
私

た
ち
の
求
め
る
自
由
登
山
入
国
は
こ
の
地
域

に
は

一
切
許
さ
れ
な
い
こ
と
。
唯

一
の
道
は

そ
の
頃
始
ま
っ
た

「国
際
パ
ミ
ー
ル
キ
ャ
ン

プ
」
に
参
加
す
る
こ
と
。
指
定
空
路
、
指
定

箇
所
集
合
、
指
定
期
間
、
指
定
ル
ー
ト
に
よ

る
レ
ー
ニ
ン
峰
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
峰
登
頂
の

み
よ
り
他
に
方
法
な
し
、
と
の
結
論
を
得
る

に
至
っ
た
。
そ
の
節
、
田
村
氏
に
は
大
変
お

手
数
を
か
け
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

い
た
。
改
め
て
こ
こ
に

こ
の
国
際
キ
ャ
ン
プ
に
は
ご
承
知
の
と
お
り

田
村
氏
、次
い
で
原
氏
、神
崎
氏
ら
が
参
加
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
山
行
は
私
と
村
尾
氏
で

考
え
て
い
る
も
の
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も

の
で
、
残
念
な
が
ら
わ
れ
わ
れ

終
戦
後
大
分
た
っ
て
元
気
に
帰
国
し
た
村

尾
氏
は
そ
の
後
病
魔
に
冒
さ
れ
、
昭
和
五
十

年
つ
い
に
こ
の
世
を
去
り
、
私
は
本
年
齢
九

十
を
数
え
る
に
至
り
、
昭
和
十
四
年
以
来
私

の
念
頭
か
ら
消
え
た
こ
と
の
な
い
あ
の
パ
ミ

ー
ル
山
地
山
行
は
、
か
く
し
て
つ
い
に
見
果

て
ぬ
夢
と
化
す
る
に
終
わ
っ
た
。

世
界
の
岳
人
が
、
こ
の
大
陸
の
素
晴
ら
し

い
屋
根
を
、
あ
の
高
み
吹
く
風
の
ご
と
く
自

由
に
登
降
し
、
集
落
を
縫
う
魅
力
あ
ふ
れ
る

漂
泊
の
山
旅
と
し
て
、
味
わ
い
得
る
日
の
近

か
ら
ん
こ
と
を
熱
く
祈

っ
て
ペ
ン
を
置
く
。

武
田
久
吉
氏
の
書
簡
か
ら望

月
達
夫

武
田
さ
ん
は
七
人
の
本
会
発
起
人
の
中
で

最
も
長
寿
を
保
た
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
高

山
植
物
の
ほ
か
に
も
山
村
民
俗
の
分
野
な
ど

に
ま
で
研
究
を
広
げ
ら
れ
た
。
従

っ
て
交
遊

の
範
囲
は
広
か
っ
た
に
違
い
な
く
、
同
氏
の

書
簡
を
所
持
し
て
お
ら
れ
る
方
は
少
な
く
な

い
は
ず
で
あ
る
。例
え
ば
「山
村
民
俗
の
会
」

の
機
関
誌

「あ
し
な
か
」

一
三
八
号

（昭
和

四
十
八
年
八
月
刊
）
は
武
田
久
吉
先
生
追
悼

号
の
形
を
取

っ
て
い
る
が

（武
田
さ
ん
は
同

会
の
顧
間
で
あ
っ
た
）
そ
の
巻
頭
に
武
田
さ
　
＞

ん
か
ら
岩
科
小

一
郎
氏
宛
の
書
簡
が
載
せ
ら
　
１６

れ
て
い
る
。
序
で
な
が
ら
こ
の
本
は
珍
し
い
　
＜

写
真
も
多
く
、
武
田
さ
ん
の
筆
蹟
も
よ
く
分

か
っ
て
、
追
悼
文
集
と
し
て
佳
作
で
あ
る
と

思
う
。

私
の
手
許
に
残

っ
て
い
る
の
は
葉
書
三
枚

に
す
ぎ
な
い
が
、
い
ず
れ
も

「山
岳
」
編
集

者
と
し
て
こ
ち
ら
か
ら
差
し
上
げ
た
書
簡
に

久ゝ
た
好
／留
′
ォ‐
ル
‐ル

い
多
′

ι
た
孫

担
聘
メ影
降

＝

ヽ
ざ
＝

輝

ヽ

ユ
ス
タ

パ
′

武田久吉の筆蹟



山 602-1995・ 7020 (第二種郵便物認可)

対
す
る
返
書
で
あ
る
。

○
昭
和
四
十
年
六
月
二
十
四
日
　
千
代
田
区

富
士
見
町
三
の

一
か
ら
武
蔵
野
市
境

一
ノ

二
八
〇
へ
　
葉
書

拝
復
　
高
野
君
追
悼
文
の
件
ど
ち
ら
を
御
採

用
に
な
っ
て
も
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、

住
広
造
氏
逝
去
の
由
、
高
野
君
と
は
堀
懇
の

様
で
し
た
が
高
野
君
他
界
の
今
日
で
は
誰
も

同
氏
を
知
る
人
は
あ
り
ま
す
ま
い
、
小
生
は

一
度
会

っ
た
だ
け
で
す
が
完
に
親
切
な
よ
い

人
で
し
た
、
お
い
そ
ぎ
で
な
か
っ
た
ら
何
か

書
い
て
見
ま
せ
う
、

「
ア
ル
プ
」
で
し
た
か
栂
峠
の
記
事
を
拝
見

し
ま
し
た
、
あ
そ
こ
は
地
図
上
で
見
て

一
遊

を
と
思
っ
て
居
た
所
で
す
が
、
栂
は
あ
る
の

で
せ
う
か
、
御
教
示
を
願
い
ま
す
、

（「山
岳
」
六
〇
年
追
悼
欄

一
八
九
頁
の

一
文

は
こ
れ
に
よ
っ
て
武
田
氏
が
書
か
れ
た
も
の
．

「
ア
ル
プ
」
八
三
号
所
載
の
拙
文
で

「
（栂
）

峠
を
東

へ
か
わ
す
と
深
い
栂
の
林
と
な
り

…
」
の

一
文
を
読
ま
れ
た
武
田
さ
ん
か
ら
の

質
問
だ
が
、
ど
う
も
私
の
見
誤
り
ら
し
く
深

い
栂
の
林
な
ど
で
は
な
く
、
何
か
他
の
木
ら

し
か
っ
た
の
で
、
当
時
そ
う
お
返
事
し
た
よ

う
に
思
う
。
）

○
昭
和
四
十

一
年
二
月
十
七
日
　
千
代
田
区

富
士
見
町
三
の

一
か
ら
武
蔵
野
市
境

一
―

十
九
―
十
九
へ
　
葉
書

拝
復
　
山
川
黙
氏
の
追
悼
文
は
去
る
二
月
十

五
日
告
別
式
直
後
？
に
吉
沢
氏
（注
＝

一
郎
）

か
ら
頼
ま
れ
て
同
月
二
十
四
日
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
発

送
し
已
に
吉
沢
氏
の
手
に
あ
り
ま
す
、
甚
だ

短
い
も
の
で
す
が
、
あ
れ
で
間
に
合
う
よ
う

な
ら
吉
沢
氏
か
ら
転
送
し
て
貰

っ
て
御

一
覧

下
さ
い
。
若
し
会
報
に
編
集
済
な
ら
、
そ
れ

が
出
て
か
ら
そ
の
ま
ま
、
或
は
多
少
補
筆
し

て

「山
岳
」
用
に
供
し
て
も
…
…
と
考
え
て

居
ま
す
。
新
規
に

「山
岳
」
の
為
に
執
筆
の

時
間
は
到
底
見
出
す
こ
と
困
難
で
す
。
次
に

高
野
君
の
追
悼
文
抜
刷
落
手
し
ま
し
た
が
、

あ
れ
に
載

っ
た
中
村
君
（注
＝
清
太
郎
）
の
記

事
に
誤
謬
あ
る
こ
と
を
会
報
に
認
め
た
点
が

加
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
遺
憾
至
極
に
思

い
ま
す
。

○
昭
和
四
十
二
年
二
月
四
日
　
千
代
田
区
富

士
見
二
丁
目
十
五
番
十
三
号
か
ら
葉
書

拝
復
　
小
生
実
は
清
水
の
村
へ
は
入

っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
確
実
の
御
答
を
申
上

か
ね
ま
す
が
、
上
越
国
境
の
山
に
は
よ
く
何

々
の
頭
と
い
う
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
、
そ
の

ど
れ
だ

っ
た
か
を
土
合
の
中
島
キ
ヨ
シ
が
カ

シ
ラ
と
読
ん
で
居
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
彼
が

山
名
に
熟
し
て
居
な
い
証
擦
と
思
い
ま
す
、

「頭
」
を
カ
シ
ラ
と
読
む
の
は
木
曽
駒
の
シ

ョ
ウ
ギ
ガ
シ
ラ
ぐ
ら
い
で
、
殊
に
上
越
で
は

何
々
の
ア
タ
マ
が
正
し
い
と
思
い
ま
す
、
米

子
沢
を
コ
メ
ゴ
沢
と
読
む
の
が
本
当
だ
と
す

れ
ば
、
コ
メ
ゴ
の
ア
タ
マ
で
し
ょ
う
、
そ
れ

に
山
と
い
う
文
字
を
つ
け
る
の
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
疑
間
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
又
コ
メ

ゴ
沢
の
ア
タ
マ
と
い
う
用
い
方
は
し
な
い
で

コ
メ
ゴ
ノ
ア
タ
マ
と
言
う
に
相
違
な
い
と
思

い
ま
す
、
昔
の
測
量
部
以
来
地
理
院
も
地
名

に
は
冷
淡
で
す
か
ら
、
何
も
地
図
に
誌
し
て
　
＞

あ
る
ど
う
り
読
む
に
も
当
ら
な
い
こ
と
と
思
　
１７

い
ま
す
。
撫
生
沢
を
武
能
沢
な
ど
と
滑
稽
な
　
＜

の
が
あ
り
ま
す
。

（米
子
頭
山
の
正
し
い
読
み
方
を
質
問
し
た

返
信
）

＊

武
田
さ
ん
へ
は

「山
岳
」
編
集
中
に
屡
々

電
話
で
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、　
一
々

明
確
な
回
答
を
得
た
記
憶
が
残

っ
て
い
る
。

記
憶
力
の
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
は
抜
群
で
、

こ
れ
は
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。
「山
岳
」
の
追
悼
文
は
六
十
七
年

の
同
欄
冒
頭
に
収
載
さ
れ
、
藤
島
敏
男
、
戸

沢
英

一
、
春
田
俊
郎
の
三
氏
が
執
筆
、
略
年

譜
、
著
作
目
録
が
添
え
ら
れ
て
約
十
ペ
ー
ジ

が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

山での頭痛は頭痛のタネ

田中 壮倍

富士山や立山など、低地から急

に高い山に登ったとき、ズキンズ

キンする頭痛に悩んだ人は少なく

ないでしょう。
ヒマラヤでは初めて高所に登っ

たときだけでなく、ルートエ作か

ら前進キャンプに戻ったときに頭

痛が生じることもあります。希薄
な空気、気圧の低下、過激な運動、

過換気などが原因で、少ない酸素

を補うために血流が増加し、血管

が拡張するためです。この急性高

山病には個人差がありますが、多

くの場合、頭痛は一晩で消失し、
2～ 3日続く場合でも300～500m下

れば嘘のように治ってしまいます。

一方、注意しなければならない

高所脳浮腫では、ひどい頭痛とい

うよりむしろ頭が重いことが多く、

食欲不振、無気力、注意緩慢、ふ

らつき歩行、嘔気、嘔吐などを伴
います。鎮痛剤は効かず、無駄に

高所に滞在することは危険で、急

ぎ下山が必要です。

しかし、急性高山病と高所脳浮

腫の頭痛を初期の段階で区別する

ことは困難です。頭痛の程度は病

気の重症度を表しておらず、頭痛

以外の症状や経過、とりわけ登山

中の行動やテント内生活の様子が

決め手になるでしょう。最近話題
のパルス・オキシメーターも必ず

しも参考になりません。

高所で頭痛に悩んだら、高山病
の予防や治療のためにも、高所に

順応するためにも、楽しい登山を

するためにも、ひとまず下山する

ことです。
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五
月
定
例
理
事
会

日
時
　
五
月
十

一
日
困
　
十
八
時
四
十
分
～

十
九
時
五
十
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
中
村
副
会
長
、
小
倉
、
大
倉
、

大
森
、
村
井
、
山
口
、
南
川
、
松
浦
、

南
井
、
溝
回
、
中
川
、
大
谷
各
理
事
、

川
崎
各
監
事
、
西
村
、
宮
下
各
常
任
評
議
員

【委
任
】
藤
平
会
長
、
片
岡
、
水
野
、
堀
井

各
理
事
、
斎
藤
、
湯
浅
、
神
崎
各
常
任
評
議

員

（渡
邊
、
山
本
各
理
事
、
重
廣
常
任
評
議

員
は
マ
カ
ル
ー
登
山
隊
参
加
中
）

議
事
に
先
立
ち
、
藤
平
会
長
よ
り
本
国
の

理
事
会
と
、
チ
ベ
ッ
ト
で
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト

に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
席

上
で
披
露
さ
れ
た
。

【審
議
事
項
】

Ｈ
支
部
長
交
替
の
件
　
　
　
　
　
　
　
小
倉

宮
城
支
部
＝
西
郡
光
昭
↓
柴
崎
徹

（会
員
番

号
七
〇

一
八
）
　

静
岡
支
部
＝
安
間
荘
↓
大

石
惇

（五
八
三
四
）
　

宮
崎
支
部
＝
魚
本
定

良
↓
大
谷
優

（五

一
三
二
）
以
上
支
部
総
会

承
認

山
形
支
部
＝
大
橋
克
也
↓
梅
津
博

（九

一
六

六
）

ｏ
山
形
支
部
に
つ
い
て
は
、
支
部
総
会
が
本

日
以
降
と
な
る
の
で
、
五
月
二
十
日
支
部
長

会
議
で
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
、
継
続
事
項

と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

ロ
マ
カ
ル
ー
登
山
隊

一
九
九
五
の
件
　
大
倉

近
日
中
に
中
国
に
対
し
て
、
約
百
万
円
を

本
会
よ
り
仮
払
い
す
る
。　
　
　
　
　
承
認

【報
告
事
項
】

０
マ
カ
ル
ー
登
山
隊

一
九
九
五
の
件
　
村
井

ル
ー
ト
の
困
難
と
暑
さ
に
よ
り
体
力
の
消

耗
は
多
大
で
あ
っ
た
が
、
五
月
二
十
日
頃
を

目
途
に
登
頂
を
め
ざ
す
。
隊
員
は
全
員
元
気

で
Ｃ
３
に
は
山
本
登
攀
隊
長
以
下
六
名
が
本

日
も
Ｃ
４
建
設
に
向
け
て
活
動
中
で
あ
る
。

Ｂ
Ｃ
へ
の
激
励
電
話
な
ど
は
各
位
で
。

口
海
外
登
山
基
金
委
員
会
よ
り
　
　
　
村
井

本
会
よ
り
登
山
基
金
の
助
成
を
受
け
た
日

本
大
学
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊

一
九
九
五
が
本

十

一
日
、
現
地
時
間
午
前
六
時
四
十
五
分
北

東
稜
よ
り
、
Ｃ
７
か
ら
隊
員
二
名
シ
ェ
ル
パ

ニ
名
、
同
時
に
Ｃ
６
か
ら
出
発
し
た
シ
ェ
ル

パ
ニ
名
の
計
六
名
が
登
頂
に
成
功
し
た
。
本

会
よ
り
小
倉
常
務
理
事
が
日
大
登
山
隊
事
務

局
を
訪
問
し
て
お
祝
い
を
述
べ
た
。

口
九
十
周
年
合
同
募
金
の
現
況
　
　
　
小
倉

・
企
業
募
金
　
七
十

一
社

一
千
七
百
七
十
八
万
円

ｏ
会
員
募
金
　
延
べ

一
千
十
六
名

一
千
四
百
六
十
八
万
三
千
六
百
三
円

（総
会
通
知
書
同
封
募
金
再
要
請
に
よ
る

応
募
に
よ
り
延
べ
人
数
と
し
た
）

四
九
十
周
年
記
念
式
典
の
件
　
　
　
　
中
川

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
六
月
十

七
日
～
十
八
日
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
が
大
分
市
と

久
重
山
系
で
開
催
す
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の

行
事
は

「山
」
に
掲
載
さ
れ
る
が
、
各
位
に

お
い
て
も
参
加
さ
れ
る
よ
う
願
い
た
い
。
本

部
に
お
い
て
も
五
月
十
二
日
に
九
十
周
年
合

同
委
員
会
を
開
く
。

０
鳥
海
山
イ
ヌ
ヮ
シ
調
査
班
の
成
果
　
大
森

自
然
保
護
委
員
会
で
は
学
術
的
な
見
地
か

ら
、
山
形
支
部

・
佐
藤
淳
志
会
員
を
中
心
と

し
て
イ
ヌ
ワ
シ
観
測
を
約
二
十
ヵ
月
に
わ
た

っ
て
続
け
て
き
た
が
、
こ
の
四
月
南
山
麓
で

巣
を
発
見
し
、
幼
鳥
が
育

っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
地
元
の
八
幡
町
で
も
六
月
の
巣

立
ち
ま
で
は
現
地
の
調
査
の
中
止
を
町
長
が

確
約
し
た
。
（詳
細
は

「木
の
目

ｏ
草
の
芽
」

第
十

一
号
参
照
）

因
山
岳
研
究
所
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
溝
口

新
管
理
人
に
内
田
二
葉
さ
ん
を
迎
え
て
開

所
、
連
休
も
過
ぎ
て
順
調
に
動
き
だ
し
、
地

元
で
も
極
め
て
好
意
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

資
料
室
に
は

一
般
の
人
も
立
ち
寄
り
、
四
か

国
語
の
説
明
書
も
置
か
れ
、
信
越
Ｔ
Ｖ
か
ら

の
取
材
の
申
し
入
れ
も
あ
り
、
八
月
に
は
自

然
保
護
委
員
会
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

の
実
施
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
多
数
会
員
の

来
所
を
お
待
ち
す
る
。

五
月
臨
時
理
事
会

日
時
　
五
月
二
十
五
日
困
　
十
八
時
三
十
五

分
～
二
十
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
村
木
会
長
、
中
村
、
斎
藤
、
宮

下
各
副
会
長
、
大
屋
、
吉
永
、
中
川
、
大
谷
、

伊
藤
、
水
野
、
南
井
、
溝
日
、
田
辺
、
宇
田

川
、
熊
崎
、
大
蔵
各
理
事
、
川
崎
、
石
橋
各

監
事
、
小
倉
、
大
倉
、
村
井
、
大
森
、
神
崎

各
常
任
評
議
員

【委
任
】
松
浦
、
堀
井
各
理
事

（渡
邊
、
山

本
各
理
事
、
重
廣
常
任
評
議
員
は
マ
カ
ル
ー

登
山
隊
参
加
中
）

◆
議
事

【審
議
事
項
】

Ｈ
山
形
支
部
長
新
任
の
件
　
　
　
　
　
小
倉

梅
津
博

（会
員
番
号
九

一
六
六
）
を
五
月

十
四
日
支
部
総
会
に
て
選
任
。
　
　
　
承
認
　
＞

口
田
部
井
淳
子
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
時
の
装
具
　
１８

な
ど
の
借
用
申
し
込
み
の
件
　
　
　
　
小
倉

＜

帥
西
遊
旅
行
社
主
催

（六
月
二
十
九
日
～

七
月
十
六
日
）
ギ
ャ
ラ
リ
ー
西
遊
記
で
の
田

部
井
淳
子
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
二
十
周
年
記
念

展
に
出
品
の
た
め
、
装
具

一
式
の
借
用
の
要

請
が
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

国
写
真
展
の
後
援
名
義
使
用
の
件
　
　
小
倉

「岩
橋
崇
至
の
世
界
」
―
空
の
深
淵

（七
月

十

一
日
～
八
月
六
日
　
代
官
山
ヒ
ル
サ
イ
ド

テ
ラ
ス
Ｆ
棟
）
主
催
の
ア
サ
ク
ラ

ｏ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
よ
り
要
請
が
あ
っ
た
。
　
　
　
　
承
認

四
Ｔ
Ｖ
番
組
の
取
材
許
可
願
い
の
件
　
小
倉

い
テ
レ
ビ
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
よ
り
番
組

『世

界
ウ
ル
ル
ン
滞
在
記
』

一
九
九
五
年
六
月
十

八
日
同
二
十
二
時
～
二
十
二
時
五
十
四
分
放

目
囲
田
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送
予
定
に
、
明
治
大
学
山
岳
部
の
ゴ
ジ

ュ
ン

バ

ｏ
カ
ン
Ⅱ
峰
初
登
頂

（
一
九
六
五
年
四
月

二
十
三
日
）
時
の
植
村
直
己
隊
員
の
写
真
な

ど
の
再
撮
影
の
許
可
要
請
が
あ

っ
た
。
承
認

同
九
十
周
年
記
念
グ

ッ
ズ
製
作
　
　
　
中
川

記
念
グ

ッ
ズ
の

一
つ
と
し
て
蛍
光
色
の
ス

タ
ッ
フ
バ
ッ
グ
を
製
作
し
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
九
十
周

年
の
文
字
を
刷
り
込
む
。
織
リ
ネ
ー
ム

（ザ

ッ
ク
や
バ
ッ
グ
な
ど
に
縫
い
付
け
る
も
の
）

『
日
本
山
岳
会
』
五
枚
綴
り
も
同
時
に
製
作

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

因
役
員
の
担
当
の
件
　
　
　
　
　
村
木
会
長

承
認

【報
告
事
項
】

Ｈ
予
算
執
行
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
永

先
の
総
会
に
お
い
て
、
承
認
さ
れ
た
予
算

の
枠
内
で
の
運
用
を
図
り
た
い
。
各
委
員
会

担
当
理
事
に
お
い
て
も
定
め
ら
れ
た
予
算
内

で
の
委
員
会
活
動
を
お
願
い
す
る
。

口
総
会
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川

五
月
二
十
日
、
水
道
橋
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

に
お
い
て
支
部
長
会
議

・
出
席
者
三
十
六
名
、

総
会

・
当
日
出
席
者

・
百
五
十

一
名
、
懇
親

会
参
加
者

・
百
二
十
五
名
で
滞
り
な
く
終
了

し
た
。

国
マ
カ
ル
ー
峰
登
山
隊

一
九
九
五
の
件

村
井

五
月
二
十

一
日
十
二
時
四
十
五
分

（日
本

時
間
十
三
時
四
十
五
分
）
田
辺
、
山
本
篤
、

松
原
、
荒
井
の
四
隊
員
が
マ
カ
ル
ー
峰
東
稜

に
初
登
頂
。
二
十
二
日
十

一
時
十
五
分

（日

本
時
間
十
二
時
十
五
分
）
山
本
宗
、
谷
川
、

竹
内
、
小
野
の
四
隊
員
も
登
頂
に
成
功
し
た

二
十
七
日
に
Ｂ
Ｃ
の
撤
収
、
イ
ン
マ
ル
サ
ッ

ト
の
使
用
期
限
も
二
十
七
日
ま
で
で
あ
る
。

帰
国
予
定
は
カ
ト
マ
ン
ズ
経
由
隊
員
は
六
月

十

一
日
、
北
京
経
由
隊
員
は
二
日
ほ
ど
遅
れ

る
。

●
六
月
二
十
日
０
マ
カ
ル
ー
峰
登
山
隊
登
頂

祝
賀
会
を
池
袋
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ホ
テ
ル

で
開
催
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
倉

回
日
本
大
学
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊

登
山
隊
長

・
神
崎

五
月
十

一
日
、
好
天
と
シ
ェ
ル
パ
が
よ
く

て
、事
故

・
怪
我
も
な
く
、隊
員
二
名
、
シ
ェ

ル
パ
四
名
が
北
東
稜
よ
り
初
登
頂
に
成
功
し

た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
か
ら
の
海
外
登
山
基
金
の
助
成

も
あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

０
九
十
周
年
記
念
事
業
関
連
の
件

●
合
同
募
金
現
況
報
告

（五
月
二
十
五
日
現
在
）
　
　
　
　
石
橋

・
会
員
募
金
　
千
百
七
十
五
名

一
千
六
百
四
十
六
万
八
千
六
百
三
円

・
企
業
募
金
　
申
し
込
み
七
十
九
社
（団
体
）

二
千
六
十
八
万
円

●
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
　
　
　
　
大
森

伊
丹
紹
泰
、
坂
本
正
智
、
藤
井
正
彦
の
三

会
員
に
委
員
を
委
嘱
、
加
入
し
た
。

●
記
念
事
業
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
大
森

平
成
六
年
十
月
十
三
日
の
理
事
会
承
認
ど

お
り
で
あ
る
が
、
新
役
員
の
加
入
も
あ
り

一

部
入
れ
替
わ
り
な
ど
が
予
定
さ
れ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
六
月
理
事
会

●
企
業
募
金
の
要
請
に
会
社
訪
問
な
ど
を
す

る
際
の
手
土
産
と
し
て
空
撮
写
真
十
二
枚
セ

ッ
ト
を
提
供
す
る
の
で
、
使
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
森

因
役
員

・
委
員
名
の
届
け
出
の
件
　
　
中
川

名
簿
作
成
の
た
め
、
各
理
事
は
担
当
す
る

委
員
会
委
員
の
名
簿
を
速
や
か
に
提
出
願
い

た
い
。

●
村
木
潤
次
郎
会
長
よ
り

「世
代
の
交
代
が
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今
回

の
マ
カ
ル
ー
登
山
は
若
い
世
代
が
実
施
に
当

た
り
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
今
後
に
つ
な
が
る
も
の
だ

と
思
う
。
（中
略
）
以
前
に
二
十

一
世
紀
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
と
の
話
が
な
さ
れ
、
ビ
ジ
ョ
ン

が
縛
り
に
な
ら
な
い
か
と
四
か
条
の
返
答
を

し
た
が
、
今
度
の
見
直
し
に
も
同
様
の
対
処

を
、
自
然
保
護
を
含
め
て
各
理
事
で
思
う
よ

う
に
す
す
め
て
ほ
し
い
。

今
回
の
理
事
会
の
構
成
は
若
い
方
が
か
な

り
い
る
の
で
、
そ
の
発
言
も
会
長
と
し
て
の

私
に
対
す
る
も
の
で
な
く
、
若
年
者
代
表
と

し
て
話
題
を
出
し
て
ほ
し
い
。
新
た
に

斎
藤
の
二
副
会
長
が
参
画
さ
れ
た
の
で
、
そ

の
力
を
借
り
て
会
務
を
す
す
め
て
ゆ
き
た
い

（以
下
略
）
」

＊
本
日
は
第

一
回
で
小
倉
前
常
務
理
事
が
議

事
進
行
し
た
が
、
六
月
ょ
り
は
大
屋
常
務
理

事
が
当
た
る
）

【一李
言
貝
〈
至
報
三
口】

●
青
年
部
　
五
月
十
日
、
中
央
大
学
学
友
会

体
育
連
盟
山
岳
部
、
タ
ン
ラ

ｏ
ポ

（タ
ン
ラ

・
ツ
ー
シ
ュ
ン
）
登
頂
報
告
会
。
青
年
部
、

シ
ー
タ

ｏ
チ
ュ
チ
ュ
ラ
隊
帰
国
挨
拶
。

■
会
員
異
動

物
故

寺
村
栄

一
（二
〇
四

一
）
６

ｏ
ｌｌ

ｏ
２６

中
島
茂

（
一
一
二

一
九
）
６

ｏ
ｌｌ

ｏ
ｌ９

村
井
喜

一
（四
九
二
九
）
７

ｏ
２

・
８

宿
屋
昭
二

（
一
〇
五
三
三
）
７

ｏ
２

ｏ
ｌ３

鈴
木

一
弘

（七
〇

一
五
）
７

ｏ
２

ｏ
２

田
村
真
知
子

（
一
一
六
六
五
）
７

ｏ
５

ｏ
７

赤
沼
節

（四
二
〇
八
）
７

・
５

・
２７

宮
原
利
重

（八
六

一
九
）
７

ｏ
ｌ

ｏ
ｌ５

橋
本
誠
二

（二
〇

一
八
）
７

ｏ
６

ｏ
５
　
　
　
＞

退
会

（五
月
二
十

一
日
付
け
）
　
　

　
　

　

１９

高
野
力

（
一
〇
四
五
三
）　
　
　
　
　
　
　
　
＜

小
森
光
子

（八
四
七
三
）

山
口
陽

一
郎

（
一
〇
四
六
六
）

大
島
三
枝

（
一
〇
九
八
七
）

池
田
春
次

（
一
〇
六
五
六
）

池
崎
藤
雄

（
一
〇
七
七
九
）

慶
佐
次
盛

一
（九
五
七
七
）

改
姓

菅
沼
景
子

（
一
〇
四

一
六
）
↓
上
田
景
子

奥
野
ひ
ろ
み
（
一
一
五
四

一
）↓
佐
藤
ひ
ろ
み

終
身
会
員

岡
本
如
矢

（四
七

一
六
）

宮
下
秀
樹

（五
五
五
〇
）

菊
地
文
雄

（五
七
六
七
）

金
子
誠
吾

（四

一
九
九
）
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● 20口 (100,000円 )

村木潤次郎 今西錦司先生記念

碑建立委員会

● 10日 (50,000円 )

鯵坂青青 久木義雄 田辺寿

坂倉登喜子 (計 20日)若 林啓

之助 (計20日 )

● 6口 (30,000円 )

中澤員二 (計 12日 ) 竹田寛次

秋山光男 阿部和行 (計 10回 )

篠田勝久 伊藤寛志 岩井国臣

(計12日 ) 辰沼さんを語る会

泉尾忠志 中島道郎 (計 8日 )

● 5.4口 (27,000円 )

瀧川悠紀夫

● 4口 (20,000円 )

高遠宏 尾崎徳郎 (計 7口 )

高橋早苗 (計 8口 )大 石惇

松井辰爾 伊佐九二四郎 和崎

俊雄 百瀬孝 上條輝夫 三谷

統一郎 鈴木一弘 伊達篤郎

(計 8口) 宮竹重里 津田文

夫 松浦輝夫 田村俊介 橋本

誠二 竹内哲夫 古市進 (計 10

日) 武田満子 吉永英明 (計

10日 ) 羽田英彦 (計 8日 )

●)3日 (15,000円 )

本田昌司 杉山イタル

● 2。 2口 (11,000円 )

佐藤爾右衛門 (計 4.2回 )

● 2日 (10,000円 )

垣内康時 市嶋宏一 高田員哉

(計 6口) 渡辺温子 岡沢修

一 田中久子 大山昇 佐藤弘

倉持内武 島津慶子 (計 4回 )

塚原道夫 (計 4口 )大 貫金吾

小牟祀明 武井清 (計 4口 )

樋山規夫 安彦六郎 (計 8日 )

吉沢一郎 佐野貴之 作見徹

粟野修一 (計 4口 ) 東海林敬

前田直己 後藤泰治 (計 4回 )

渡辺敏夫 井口拓夫 渡辺富衛

影山英雄 転馬博之 (計 4口 )

高田允克 (計 4口 )平 田大昭

長谷川雄助 (計 4口 )森 宏子

國武高 青木敏雄 後藤三男

創立9口周年記念事業募金応募状況
(1995年 6月 2日現在)

累計/L298名 /39551。 5口/17,757,603円

(計 4口 )小宮京子 岩崎二郎

平山寛 増田欣子 神保信雄

(計 4口 )神戸信和 佐々木康

之 (計 4口) 田村佐喜子 五

十嵐篤雄 (計 4口 )早 川英夫

森山久夫 安藤幹 山来田耕介

児玉健三 中美知代 本多夏生

(計 4回 )浦 一美 余部守男

田川芳子 (計 4口 )稲 田静代

相澤増平 太田義一 平位剛

(計 4口 )中村勝久 松上美代

子 田中貢 島田稔 伊藤正俊

佐藤芳久 (計 4口 )辻 章行

水沢富一郎 宮森実 深川安明

原謙一 千谷壮之助 (計 4口 )

窪寺健之 津田清昭 森和寿

武田峯生 松本宏 (計 4口 )

兼宗房子 木村勝久 (計 4口 )

市川次良 (計 4口 ) 遠藤靖彦

(計 4口 )平野雅俊 滝和美

石森長博 太田浩史 手塚宗求

林栄二 平塚直秀 熊谷友昭

絹川祥夫 青井忠四郎(計 4口 )

荒井紀子 中川智康 石澤六郎

(計 4回 )村上昭三 山本聖二

原田武司 山本悦子 池田真由

美 高橋一雄 (計 4口 ) 長谷

川良典 小山幹 中島富雄 荻

野昌宏 (計 4口 ) 先水美智子

倉地省吾 坂口二郎 (計 4口 )

新井信太郎 (計 4口)福 島郁

江 福島政和 北野喜行 西川

雄策 宇津宮隆史 渡辺多佳子

鈴木松三 (計 4口 )若 月二郎

野口喬 酒匂輝昌 池田智恵

越田和男 松本治 浜口欣一

島尾久子 (計 4回 ) 中山博允

(計 4口 )佐竹春江 河野之保

戸来爾 (計 4口 ) 斉藤恭右

鈴木進 中川久 船橋山百合の

会 矢野弓之介 所彰 田高卓

士 日向祥剛 嶋崎兵市 (計 4

口) 溝部忠増 黒沢孝 東真

澄 松長晴利 山下正代 山本

照彦 高田和彦 小川泰平 朝

倉英子 山野井武夫 小林英雄

(20)

(計 4口 )河 野直子 西英二

岡村治信 (計 4口 ) 芳賀孝郎

滝紘之 保坂一 丸山彰 小野

光比古 牧野衛 (計 4口 )佐
藤春郎 堀田弥一 山口善弘

岩切苓泰 保科海守 若松庄三

鈴木裕代 喜焚斗政夫 山本晃

弘 (計 4口 ) 川島新太郎 新

堀春喜 蓮賞淳夫 中山洸一

大谷亮 (計 6口)大 里祐一

(計 4口)佐藤昭次郎 西郡光

昭 森庄一 永島賢司 高橋昭

次 山上皓一郎 稲垣信生 高

部正夫 川上進 斉藤幸彦 酒

井忠正 黒田守彦 井上克孝

川俣俊一 (計 4口)福 原健司

(計 4口)中森覚 尾身茂 大

友繁 大野洋次郎 野村哲也

(計 4口 )斉藤直信 (計 5日 )

岩堀瑞子 川上隆 徳永篤司

(計 4口)三輪文一 藤井英夫

村上勝太郎 (計 4口 ) 高木康

雄 宮本忠直 加藤求二 土井

高夫 林桂子 柴田初子 三階

堂匡一朗 戸塚守夫 広谷精啓

太田徳風 木内静子 岩田安生

野島照雄 宮下広次 岸田幸雄

中野武司 沼田敏明 渡邊豊

沼賢亮 川島榮二郎 金井健二

中嶋正夫 吉田功 國學院大学

山岳部 國學院大学山岳部OB
会 (計 8日) 小清水敏昌 上

田景子 金子誠吾 佐々木孝雄

長谷川章 藤井与嗣明 熊谷と

も子 0洋 豊中貞子 豊島義明

藤原登

0)1.8口 (9,000円 )

山川博 斉藤省吾 森沢堅次

(計 2。 8口 ) 吉田力

● 1日 (5,000円 )

荒井謙之輔 滝口脩 滝口操

秋野子弦 荒木昭 子吉格郎

石下恭子 坂井広志 早津忠保

太田章雄 匿名氏 足立勤 尾

藤昭二 古田寛昭 植村澄江

原田衛 鈴木宏 (計 3日 ) 高
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日
時
　
九
月
十
日
同

場
所
　
姫
神
山
―
八
時
ホ
テ
ル
発
―
頂
上
で

昼
食
―
盛
岡
着
十
六
時

参
加
費
　
三
千
円

（貸
し
切
リ
バ
ス
代
、
参

加
申
込
時
に
ご
納
入
く
だ
さ
い
）

三
、
参
加
申
込
　
七
月
二
十

一
日
ま
で
所
定

の
申
込
用
紙
に
よ
り
、
岩
手
支
部
に

連
絡
　
〒
〇
二
〇
―
〇
一
盛
岡
市
西
青
山
三
丁

目
三

一
―

一
三
中
谷
允
宛

ｏ
郵
便
で

◆
日
本
山
岳
会
本
部
の
九
十
周
年
記
念
式
典

の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
総
務
委
員
会

日
時
　
十
月
十
四
日
田
（本
会
創
立
記
念
日
）

会
場
　
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

＊
な
お
恒
例
の
年
次
晩
餐
会
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◆
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
の
お
誘
い佳

不△
蚕
李
言
員
△
〓

恒
例
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
を
ル
ー
ム
で

開
催
し
ま
す
。
夏
休
み
の
山
行
の
話
題
を
持

ち
寄

っ
て
楽
し
く
や
り
ま
し
ょ
う
。
二
火
会

の
方
々
も
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

日
時
　
九
月
二
日
０
　
十
七
時
～

会
場
　
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ム

会
費
　
二
千
円

◆

『き
の
こ
山
行
』
の
ご
案
内

佳
不△
蚕
李
言
員
△
〓

会
津
の
山
里
の
村

（高
郷
村
）
を
ベ
ー
ス

に
、
色
づ
き
始
め
た
山
を
登
り
、
温
泉
で
地

酒
に
山
の
幸
、
手
打
ち
そ
ば
を
楽
し
む
山
行

を
計
画
。
希
望
者
に
は
村
の
中
や
山
の
周
辺

を
自
転
車
で
走
る
企
画
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
九
月
二
十
九
日
夜
出
発

場
所
　
博
士
山
と
近
隣
の
山

＊
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た

ル
ー
ム
に
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

担
当

ｏ
柳
下
、
藤
田

◆
紅
葉
の
立
山

・
黒
部
撮
影
会

富
山
支
部

。
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
共
催

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
後
援

紅
葉
に
彩
ら
れ
た
歴
史
と

ロ
マ
ン
の
大
自

然
、
立
山
連
峰
を
あ
な
た
の
感
性
で
受
け
と

め
て
く
だ
さ
い
。
初
め
て
の
方
も
気
楽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
二
十
日
０
～
十
月

一
日
同

場
所
　
北
ア
ル
プ
ス

・
立
山
室
堂
周
辺

集
合
　
立
山
室
堂
平
　
雷
鳥
荘

（
ＴＥＬ
Ｏ
七
六

四
―
六
五
―
五
七
七
七
）
十
七
時

撮
影
会
　
十
月

一
日
　
★
雄
山
山
頂

コ
ー
ス

★
み
く
り
が
池

ｏ
地
獄
谷
周
辺
コ
ー

ス
　
両
コ
ー
ス
と
も
案
内
人

つ
き

費
用
　

一
万
三
千
円

（宿
泊
費
、
保
険
料
、

懇
親
会
費
）

申
込
　
八
月
二
十

一
日
ま
で
に
費
用
を
郵
便

振
替

（
口
座
番
号
〇
〇
七
三
〇
―
二

―

一
〇
〇
七
　
日
座
名
義
０
日
本
山

岳
会
富
山
支
部
）
で
お
振
り
込
み
く

だ
さ
い
。
先
着
順

・
定
員
五
十
名

問
合
せ
　
葉
書
で
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

＊
参
加
申
込
者
に
は
詳
し
い
案
内
書
を
送
付

し
ま
す
。

◆
探
索
山
行

「奥
美
濃
の
植
物
」

科
学
研
究
委
員
会

・
岐
阜
支
部

な
か
な
か
行
く
機
会
の
な
い
奥
美
濃
の
静

か
な
自
然
を
訪
ね
て
、
大
日
ヶ
岳
へ
探
索
山

行
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
九
月
二
十
日
田
～
十
月

一
日
同

場
所
　
ホ
テ
ル
　
ホ
ワ
イ
ト
キ
ャ
ッ
ス
ル

（岐
阜
県
郡
上
郡
高
鷲
村
）

講
師
　
大
内
幸
雄

（岐
阜
大
学
名
誉
教
授
）

日
程

三
十
日
　
十
時
三
十
分
、
岐
阜
羽
島
駅
改
札

口
集
合
　
バ
ス
で
ホ
テ
ル
到
着
後
、

講
演
お
よ
び
懇
親
会

一
日
　
早
朝
出
発
し
大
日
ヶ
岳
へ
。
登
り
は

蛭
ヶ
野
か
ら
約
二
時
間
、
下
り
は
ス

キ
ー
場
へ
約
二
時
間
。
下
山
後
バ
ス

で
移
動
し
、
岐
阜
羽
島
駅
で
解
散
。

会
費
　
約

一
万
七
千
円

（宿
泊
費
、　
一
泊
二

食
、懇
親
会
費
、バ
ス
代
、
保
険
料
）

両
日
の
昼
食
代
は
別
。

申
込
　
葉
書
に
会
員
番
号
、
氏
名

（ふ
り
が

な
も
）、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
九
月
九
日
ま
で
に
事

務
局
ま
で
。
詳
細
案
内
書
を
送
付
し

ま
す
。
定
員
三
十
名
。

問
合
せ
　
森
ま
で
　
肌
ｏ
Ⅲ
Ｏ
三
―
三
四
八

八
―
四
六
七
〇

◆
松
田
敏
男

・
山
の
花
と
山
の
版
画
展

日
時
　
八
月

一
日
“
～
六
日
同
　
十
二
時
～

二
十
時

会
場
　
平
安
画
廊

京
都
市
中
京
区
寺
町
通
三
条
上
る

〇
七
五
―
二
三

一
―
〇
六
九
四

■
ル
ー
ム
日
誌
　
５
月

８
日
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

９
日
　
常
務
理
事
会
　
二
火
会
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ
　
図
書
委
員
会

１０
日
　
青
年
部
　
９３
同
期
会

１１
日
　
理
事
会

１２
日
　
九
十
周
年
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
フ

ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

ー３
日
　
山
の
自
然
学
研
究
会

１６
日
　
青
年
部
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク

ラ
ブ

ー７
日
　
科
学
委
員
会
　
三
水
会

１８
日
　
集
会
委
員
会
　
学
生
部
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
山
の
自
然
学
研

究
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

２２
日
　
資
料
委
員
会
　
遭
難
対
策
委
員
会
　
　
２３

２３
日
　
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

　
　
　
　
＜

２４
日
　
自
然
保
護
委
員
会
　
山
研
委
員
会

２５
日
　
集
会
委
員
会
　
山
の
自
然
学
研
究
会

２６
日
　
自
然
保
護
委
員
会

２９
日
　
９３
同
期
会
　
　
５
月
来
室
者
真
６８５
名
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